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ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

　
ー
そ
　
の
　
投

西　　●
ホ

行フ

ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合

動
　
の
　
研
　
究
！

松

本

三

郎

一二三四五

序
　
　
論

A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成

A
A
ブ
目
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
団
結

A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
地
位

結
　
　
語序

論

　
一
九
五
五
年
十
二
月
の
い
わ
ゆ
る
一
括
加
盟
以
来
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
諸
国
の
相
次
ぐ
国
連
加
盟
に
よ
り
、
一
九
五
六
年
の
第
一
一
総
会

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）

に
は
A
A
ブ
・
ッ
ク
は
二
八
ヵ
国
と
な
り
、
総
会
加
盟
八
一
ヵ
国
の
三
分
の
一
を
越
え
る
に
至
つ
た
。
こ
の
国
連
に
お
け
る
ブ
・
ッ
ク
の
増
加
、

特
に
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
中
立
主
義
諸
国
の
増
加
と
、
そ
の
ハ
ン
ガ
リ
！
事
件
、
植
民
地
問
題
等
に
対
す
る
強
硬
な
態
度
な
ど
に
刺
戟
さ
れ
て
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

側
諸
国
の
間
に
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
に
対
抗
し
て
の
ブ
・
ッ
ク
化
現
象
が
目
立
つ
た
．
こ
の
国
連
に
お
け
る
西
側
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
崩
壊
の
脅
威
に
直

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
・
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
　
　
（
七
八
三
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
β
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
七
八
四
）

　
　
（
3
）

面
し
て
、
国
連
総
会
を
場
と
す
る
国
際
政
治
に
お
い
て
地
域
的
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
義
が
認
識
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ソ
グ
（
集

団
投
票
）
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
旧
植
民
地
勢
力
の
増
大
と
西
欧
勢
力
の
相
対
的
後
退
と
い
う
．
こ
の
よ
う
な

国
際
社
会
に
お
け
る
重
大
な
歴
史
的
発
展
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
た
欧
米
の
新
聞
雑
誌
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ソ
グ
に
対
す
る
論
調

が
、
多
く
批
判
的
で
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
を
乱
用
す
る
こ
と
を
非
難
し
て
き
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
！
テ
ィ
ソ
グ
は
、
地
理
的
接
近
．
経
済
的
政
治
的
軍
事
的
利
害
の
共
通
性
、
文
化
社
会
的
同
類
性
な
ど
に
よ
つ
て

利
害
を
同
じ
く
す
る
国
々
が
．
投
票
に
当
つ
て
同
一
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
国
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
．
そ
の
功
罪
は
別
と
し
て
本
来
必
然
的
な
存
在
理
由
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
際
連
合
に
お
い
て
一
九
五
五
年
頃
ま
で
そ
れ
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

重
要
視
さ
れ
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
は
対
立
す
る
利
益
集
団
間
の
勢
力
の
差
が
非
常
に
大
き
か
つ
た
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
よ
る
力
の
結
集
の
必
要
性
が
余
り
認
識
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
る
に
、
国
連
加
盟
国
の
急
速
な
増
加
の
も
た
ら
し
た
対
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
利
益
集
団
間
の
勢
力
の
接
近
は
、
総
会
の
権
限
の
著
し
い
増
大
と
相
侯
つ
て
、
集
団
行
動
に
よ
る
目
的
達
成
の
有
利
且
つ
便
利
な
こ
と
を
一
般

に
認
識
さ
せ
る
に
至
り
、
爾
来
国
連
に
お
け
る
国
際
政
治
は
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
現
実
を
無
視
し
て
は
理
解
し
え
な
く
な
つ

　
　
　
　
（
6
）

た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
背
後
に
あ
る
の
が
、
協
議
ブ
ロ
ッ
ク
も
し
く
は
協
議
グ
ル
ー
プ
　
（
§
。
琶
轟
ぎ
。
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
　
マ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
フ
オ
し
マ
ル

§
。
琶
轟
讐
琶
）
と
よ
ば
れ
る
利
益
集
団
で
あ
る
．
総
会
、
安
保
理
事
会
と
い
つ
た
国
連
の
公
式
な
機
構
の
中
で
、
こ
の
非
公
式
な
組
織
は
活
発

に
働
き
、
国
連
全
体
の
動
き
に
重
要
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
従
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
第
一
に
、
国
連
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
オ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
背
景
と
な
る
協
議
グ
ル
㌧
フ
の
形
成
過
程
を
観
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
．

　
第
二
に
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
協
議
グ
ル
㌧
フ
が
、
国
連
に
お
い
て
従
来
い
か
な
る
結
束
を
示
し
て
き
た
か
、
ま
た
そ
の
結
束
は
国
連
総
会
を
舞

台
と
す
る
国
際
政
治
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
き
た
か
の
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
．
筆
者
も
そ
の
よ
う
な
点
に
着
目
し
つ
つ
、
日
本
の
加



表一国際連合加盟国
『＞ぐ度賭46
フロック　　　＼ 1

　47
『

48 49 50 54 55 56 57 58 60 61 62 63

アシア・アフ
リカ

東南アジア
　　（含日本）

中　近　東

アフ　リ　カ

アラブ連盟

軍事同盟
（アメリカとの）

』国凶 16 16 17 17 23 27　29　29
－
　
1
3

　46
－
　
1 3

　50
－
　
1 3

　54

一
　
13

　57
－
　
1
3214　516　　　1 1

6 7 7 11 12
一
　
1 3

6 6 7　7 7 7 7 8 8 8 7 8 9 9 10

3 31」
1
　
　
3 3 3 3 4 7 8 9 25 28 32 34

ーにヨ
　　　　　i

616
6

6 6 6 8 11 11 10 10 11 12 13

＿1
　　1　　l

H　201

1　1

　　　3

SEATO
　　　6

METO
　7

日本
7 6 6 6 6 6

中　　南　　米　　201　　　20120
1 20 20 20 20 20 20 20 20 20 22 22

西　欧団
　＿1～19191gl 9 9 9 15 15 15 15 15 15 15 15

　　　　　　　　「
共　　産　　圏　　61　　　　　6

一1－r一1
　　6　q
1一

一ヒ

　　71　71
　　　

6 6 6 10　10
・・1・・い・

11 11 11

アメリカ●仁　7
ギリス　　　　1　　F 71　818卜

8 8　　8 8 8 8 8 8 8

計　1
　一　　　　一　「　　 　　　　　l
51155．5715＆

5gl

60 60 76　80
82182 99 104 110 113

ア
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連
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盟
し
た
第
一
一
総
会
か
ら
昨
年
行
わ
れ
た
第
一
八
総
会
に
至
る
ま

で
の
八
つ
の
国
連
通
常
総
会
に
お
け
る
投
票
を
も
と
に
し
て
、
国

連
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
態
を
分
析
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
（
8
）

み
た
い
。
紙
面
の
都
合
で
本
論
で
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の

み
触
れ
る
こ
と
と
す
る
．

　
こ
の
研
究
の
た
め
に
、
筆
者
は
一
九
五
六
年
一
二
月
に
会
期
途

中
で
日
本
が
加
盟
し
た
第
一
一
総
会
か
ら
、
昨
六
三
年
に
行
わ
れ

た
第
一
八
総
会
に
至
る
ま
で
の
八
つ
の
国
連
通
常
総
会
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
（
m
）

一
六
〇
の
投
票
サ
ン
プ
ル
を
選
ん
だ
。
即
ち
第
一
一
総
会
一
四
、

第
二
一
総
会
二
二
、
第
二
二
総
会
一
九
．
第
一
四
総
会
一
九
、
第

一
五
総
会
二
七
、
第
一
六
総
会
二
七
、
第
一
七
総
会
一
五
お
よ
び

第
一
八
総
会
一
七
で
あ
る
．
こ
の
一
六
〇
の
投
票
サ
ン
プ
ル
を
問

題
の
事
件
別
、
内
容
別
に
分
類
し
て
み
る
と
、
朝
鮮
問
題
、
ハ
ン

ガ
リ
i
問
題
の
よ
う
な
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
に
関
す
る
投
票

三
一
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
間
題
、
南
西
ア
フ
リ
カ
問
題
の
よ
う
な

「
植
民
地
問
題
」
に
関
す
る
投
票
五
三
、
「
軍
縮
・
核
兵
器
関
係
」

の
投
票
二
七
．
南
ア
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
問
題
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
問
題
の
よ
う
な
「
人
権
・
人
種
関
係
」
の
投
票
一
六
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
七
八
五
）



ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合

四
二

（
七
八
六
）

中
国
代
表
権
間
題
、
韓
国
加
盟
問
題
、
安
保
理
事
会
の
議
席
増
加
問
題
の
よ
う
な
フ
て
の
他
」
の
分
類
に
属
す
る
投
票
三
三
か
ら
成
る
。

（
1
）
　
「
ブ
ロ
ッ
ク
、
グ
ル
ー
プ
或
は
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
、
屡
々
混
同
し
て
用
い
ら
れ
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
A
A
グ
ル
ー
プ
と
も
い
わ
れ
て
事
実
上
ち
が
い
は
な
い
よ
う
で

　
あ
る
が
．
厳
格
に
い
う
な
ら
ば
、
ブ
・
ッ
ク
の
方
が
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
結
束
度
が
つ
よ
い
も
の
を
い
う
と
い
つ
て
差
支
え
な
い
」
（
内
山
正
熊
「
国
際
連
合
に
お
け
る
ブ
ロ

　
ッ
ク
政
治
」
・
国
際
法
外
交
雑
誌
第
六
十
巻
第
二
号
一
七
頁
〉
．
ま
た
ホ
ベ
ッ
ト
教
授
は
、
国
際
連
合
に
お
け
る
ブ
・
ッ
ク
を
定
義
し
て
．
「
ブ
・
ッ
ク
と
は
．
定
期
的
会
合

　
を
も
ち
．
総
会
に
お
け
る
投
票
で
は
そ
の
会
合
の
決
定
に
拘
束
さ
れ
る
国
家
集
団
」
と
し
、
共
に
会
合
を
し
話
し
合
い
を
し
て
も
．
投
票
に
つ
い
て
拘
束
す
る
よ
う
な
決

　
定
を
し
な
い
グ
ル
ー
プ
と
区
別
し
て
い
る
（
缶
o
〈
魯
穿
o
ヨ
鐸
　
貨
脚
田
8
勺
＆
け
奮
ぎ
些
①
d
巳
け
9
乞
暮
一
〇
嘉
｝
客
イ
噛
一
8
ρ
o
質
G
。
？
ω
ご
．
こ
の
ホ
ベ
ッ
ト
の
定

　
義
に
従
え
ば
、
現
在
国
連
で
ブ
・
ッ
ク
と
呼
び
う
る
の
は
ソ
連
ブ
・
ッ
ク
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
グ
ル
ー
プ
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
両
者
の
厳
密
な
区
別
は

　
行
わ
ず
、
便
宜
上
も
つ
と
も
大
ぎ
な
集
団
と
し
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
総
体
を
指
す
場
合
に
は
ブ
・
ッ
ク
、
そ
の
内
部
的
諸
集
団
は
す
べ
て
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
サ
ブ
．

　
ブ
ロ
ッ
ク
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
。

（
2
）
　
前
掲
ホ
ベ
ヅ
ト
の
附
表
一
九
．
二
五
．
三
一
．
三
七
．
五
三
等
参
照
．

（
3
）
　
西
側
の
危
機
の
時
期
を
一
九
五
八
年
以
後
に
求
め
る
者
も
い
る
．
例
え
ば
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
は
、
コ
九
五
五
年
の
一
括
加
盟
以
来
、
ア
メ
リ
カ
の
総
会
に
お
け
る
自

　
動
的
三
分
の
二
獲
得
は
、
以
前
程
楽
で
は
な
か
つ
た
と
は
い
え
な
お
可
能
で
あ
つ
た
。
真
に
安
全
な
三
分
の
二
が
ア
メ
リ
カ
の
手
に
あ
つ
た
最
後
の
年
は
、
一
九
五
七
年

　
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
O
、
切
ユ
①
ダ
O
β
2
9
忌
器
｝
弓
o
内
暮
昌
鴇
魯
区
浮
。
ざ
曽
⇔
客
9
器
霞
¢
8
蔓
’
ぎ
呂
o
P
這
露
噛
》
謡
。
）
。

（
4
）
　
長
坂
二
郎
、
江
見
三
郎
「
国
際
連
合
に
お
け
る
地
域
グ
ル
㌧
フ
」
（
外
政
・
第
一
一
号
・
一
九
五
九
）
参
照
。

（
5
）
　
安
保
理
事
会
の
継
続
的
行
詰
り
は
、
総
会
に
よ
る
安
保
理
事
会
の
任
務
の
一
部
代
行
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
四
八
年
第
三
総
会
以
後
の
総
会
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会

　
（
後
の
特
別
政
治
委
員
会
）
の
設
置
、
一
九
五
〇
年
第
五
総
会
に
お
け
る
「
平
和
の
た
め
の
統
合
決
議
」
の
採
択
等
は
、
総
会
の
権
限
の
著
し
い
増
大
を
意
味
し
た
．
解

　
Z
一
号
o
一
器
、
昌
ρ
”
　
目
『
①
d
旨
一
a
2
暮
一
〇
器
’
器
費
冨
一
三
畠
一
冒
駐
言
二
〇
量
ぎ
民
o
登
一
3
ρ
マ
思
角

（
6
）
　
国
連
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
の
研
究
に
つ
い
て
は
未
だ
極
め
て
不
毛
で
あ
つ
て
、
僅
か
に
欧
米
で
は
《
田
F
罫
累
貰
撃
話
∫
．
、
国
8
＜
。
菖
夷
ぎ
9
①
象
冨
3
一

　
》
馨
ヨ
菖
ざ
．
．
ζ
霊
旨
畳
8
亀
○
夷
p
巳
B
一
ざ
ダ
q
（
頴
ダ
ち
9
）
℃
b
P
㌣
ω
一
》
が
こ
れ
に
先
鞭
を
つ
け
、
次
い
で
ホ
ベ
ッ
ト
教
授
が
前
掲
書
お
よ
び
、
　
《
＞
守
冨
『
導
o

　
q
巳
“
a
客
豊
。
量
客
ド
」
8
鯉
》
　
で
そ
の
実
証
的
分
析
を
つ
づ
け
て
い
る
の
み
で
、
ま
た
わ
が
国
で
は
、
長
坂
、
江
見
両
氏
の
前
掲
論
文
、
内
山
教
授
の
前
掲
論

　
文
、
そ
れ
に
筆
者
の
「
国
連
に
お
け
る
日
本
の
投
票
態
度
」
（
国
際
政
治
・
国
連
と
日
本
外
交
・
一
九
六
四
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
．

（
7
）
　
国
連
に
「
い
か
な
る
」
あ
る
い
は
「
い
く
つ
の
」
ブ
ロ
ッ
ク
乃
至
は
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
か
を
明
白
に
決
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
．
ア
ジ

　
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
・
ッ
ク
、
中
南
米
ブ
・
ッ
ク
、
西
欧
ブ
・
ッ
ク
、
共
産
圏
ブ
・
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
・
ッ
ク
の
五
つ
の
ブ
・
ッ
ク
が
存
在
し
、
し
か

　
も
．
そ
の
内
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
に
従
つ
て
更
に
幾
つ
か
の
サ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
国
連
に
存
在
す
る
主
要
な
協
議
グ



　
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
穿
＝
o
お
ダ
曽
8
℃
o
一
三
8
冒
e
房
d
e
Z
．
マ
ミ
朔

（
8
）
　
A
A
ブ
目
ッ
ク
以
外
の
諸
ブ
ロ
ッ
ク
の
投
票
分
析
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
際
連
合
協
会
編
「
国
連
論
叢
」
に
近
く
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
9
）
　
サ
ン
プ
ル
の
選
択
に
当
つ
て
は
次
の
よ
う
な
基
準
に
従
つ
た
．

　
1
　
国
際
連
合
は
、
周
知
の
ご
と
く
六
つ
の
主
要
機
関
（
総
会
、
安
全
保
障
理
事
会
、
経
済
社
会
理
事
会
、
信
託
統
治
理
事
会
、
国
際
司
法
裁
判
所
、
事
務
局
）
か
ら
成

　
　
る
が
、
こ
の
う
ち
全
加
盟
国
で
構
成
さ
れ
る
の
は
総
会
の
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
国
連
が
活
動
す
る
す
べ
て
の
分
野
の
間
題
を
審
議
す
る
の
は
総
会
だ
け
で
あ
る
こ
と

　
　
か
ら
、
総
会
に
お
け
る
投
票
か
ら
選
ぶ
．

　
2
　
こ
の
総
会
は
、
本
会
議
と
七
つ
の
主
要
委
員
会
か
ら
成
る
が
、
本
研
究
で
は
対
象
を
政
治
問
題
に
し
ぽ
り
、
そ
れ
に
関
係
の
深
い
本
会
議
と
、
第
一
（
政
治
、
安
全

　
　
保
障
）
、
特
別
政
治
、
第
四
（
信
託
統
治
、
非
自
治
地
域
）
の
三
委
員
会
の
計
四
つ
の
機
関
に
お
け
る
投
票
の
中
か
ら
選
ぶ
。

　
3
　
次
に
投
票
の
種
類
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票
は
、
指
名
投
票
邑
一
ゐ
毘
く
9
田
、
挙
手
に
よ
る
投
票
鴇
o
≦
6
や
富
乱
く
9
＄
お
よ
び
全
会
一

　
　
致
投
票
註
些
。
5
6
9
9
ぎ
β
く
9
窪
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
し
か
し
、
重
要
な
議
案
は
原
則
と
し
て
指
名
投
票
に
附
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
形
式

　
　
の
投
票
で
は
確
認
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
サ
ン
プ
ル
は
指
名
投
票
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
と
し
た
。
ホ
ベ
ッ
ト
が
前
掲
「
国
連
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
」
で
述
べ
て
い
る
と

　
　
こ
ろ
に
よ
る
と
、
第
一
総
会
か
ら
第
一
六
総
会
ま
で
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
国
連
総
会
の
本
会
議
お
よ
び
七
つ
の
主
要
委
員
会
で
は
、
毎
会
期
平
均
約
八
○
○
回
の

　
　
投
票
が
行
わ
れ
、
こ
の
う
ち
指
名
投
票
に
付
さ
れ
た
も
の
は
約
二
〇
％
で
あ
る
（
国
o
〈
＄
＞
注
8
ぎ
甚
Φ
q
三
醗
a
乞
費
ぎ
犀
サ
さ
o。
●
）
．

　
4
　
か
く
し
て
、
総
会
の
上
記
四
つ
の
機
関
に
お
け
る
指
名
投
票
の
中
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
選
ぶ
の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
こ
の
指
名
投
票
の
「
す
べ
て
」
を
と
る
か
、
「
調

　
　
整
さ
れ
た
も
の
」
を
と
る
か
が
問
題
と
な
る
。
「
す
べ
て
」
を
採
用
し
た
場
合
に
考
え
ら
れ
る
種
々
の
欠
陥
を
避
け
る
た
め
、
本
研
究
で
は
、
ω
本
会
議
と
各
委
員
会

　
　
の
投
票
が
重
複
し
た
場
合
に
は
．
原
則
と
し
て
本
会
議
の
投
票
を
採
用
す
る
．
㈲
多
く
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
分
れ
て
．
パ
ラ
グ
ラ
フ
毎
の
投
票
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、

　
　
そ
の
中
で
も
つ
と
も
重
要
な
も
の
を
と
る
、
の
手
続
事
項
の
投
票
、
重
要
性
の
少
な
い
投
票
、
或
は
全
会
一
致
に
近
い
も
の
は
省
略
す
る
等
の
「
調
整
」
を
行
つ
た
．

（
1
0
）
　
サ
ン
プ
ル
は
．
．
弓
ぎ
q
三
曽
亀
乞
暮
一
〇
葺
○
曲
。
巨
国
9
0
巳
肋
．
．
お
よ
び
、
．
弓
訂
d
巳
け
a
Z
普
δ
温
ギ
宕
ζ
o
昌
巴
く
零
訂
菖
ヨ
国
9
。
邑
の
．
．
の
中
か
ら
、
右
の
規
準
に

　
従
つ
て
筆
者
自
身
の
判
断
で
選
択
し
た
。
ま
た
外
務
省
国
際
連
合
局
政
治
課
編
「
国
際
連
合
総
会
の
事
業
」
も
参
考
に
し
た
。

二
　
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成

　
国
連
憲
章
第
三
条
は
、
「
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
の
参
加
国
、
ま
た
は
一
九
四
二
年
一
月
一
日
の
連
合
国
共
同
宣
言
の
署
名
国
で
、
こ
の
憲

章
に
署
名
し
、
且
つ
批
准
し
た
国
」
を
原
加
盟
国
と
規
定
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
四
五
年
十
月
十
五
日
に
憲
章
に
署
名
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
最

　
　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
七
八
七
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
・
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
七
八
八
）

後
と
し
て
、
五
一
ヵ
国
が
原
加
盟
国
と
し
て
国
連
に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ
の
う
ち
今
日
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
一
般
に
呼
ば
れ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
国
は
、
わ
ず
か
二
ヵ
国
、
全
体
の
二
二
％
で
あ
つ
た
．
東
南
ア
ジ
ア
ニ
ヵ
国
（
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
、
中
近
東

六
ヵ
国
（
ト
ル
コ
、
イ
ラ
ソ
、
レ
バ
ノ
γ
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ァ
、
サ
ゥ
ジ
．
ア
ラ
ビ
ァ
）
、
ア
フ
リ
カ
三
ヵ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ
ォ
ピ
ァ
、
リ
ベ
リ
ァ
）
で
あ
る
。

従
つ
て
、
A
A
地
域
の
国
連
内
で
の
地
位
は
非
常
に
低
く
、
　
一
九
四
六
年
一
月
に
安
保
理
事
会
非
常
任
理
事
国
選
出
に
つ
い
て
結
ば
れ
た
・
ン

ド
ン
紳
士
協
定
に
お
い
て
も
、
中
近
東
地
域
に
一
議
席
が
割
り
当
て
ら
れ
た
の
み
で
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
存
在
は
全
く
無
視
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
．
昨
年
開
か
れ
た
第
一
八
総
会
現
在
の
国
際
連
合
加
盟
国
は
一
コ
一
房
国
で
．
そ
の
内
訳
は
、
「
表
一
」
の
示
す
よ
5
に
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
五
七
、
中
南
米
ブ
・
ッ
ク
ニ
ニ
、
西
欧
ブ
・
ッ
ク
一
五
、
共
産
圏
ブ
ロ
ッ
ク
一
一
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
八

で
あ
る
。
更
に
．
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
五
七
ヵ
国
の
構
成
も
、
東
南
ア
ジ
ア
一
三
、
中
近
東
一
〇
、
ア
フ
リ
カ
三
四
と
な
つ
て
お
り
、
一
九
四
六
年
創

立
総
会
当
時
と
は
著
し
く
変
化
し
て
い
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
第
一
回
総
会
に
お
け
る
二
二
％
か
ら
、
第
一
八
総
会
に
は
終
に
全
加
盟
国
の
五
〇
％
を
越
す
ま
で
に
伸
長
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
A
A
ブ
β
ッ
ク
と
い
う
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
は
も
と
よ
り
純
粋
の
単
一
体
で
は
な
く
そ
の
内
部
に
き
わ
め
て
多
く
の
異
る
利

益
集
団
を
も
つ
も
の
で
あ
る
．
い
い
か
え
れ
ば
、
多
数
の
利
益
集
団
が
、
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
結
集
し
た
一
層
大
な
る
利
益
集
団
が

A
A
ブ
β
ッ
ク
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
従
つ
て
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
内
部
の
サ
ブ
・
ブ
・
ッ
ク

（
利
益
集
団
）
の
歴
史
を
語
る
こ
と
で
あ
る
．
本
節
で
筆
者
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
け
る
主
要
な
利
益
集
団
形
成
の
過
程
を
概
述
し
、

そ
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
関
係
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
国
連
創
立
当
初
か
ら
加
盟
し
て
い
た
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
は
前
述
の
よ
う
に
一
一
ヵ
国
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
五
ヵ
国
は
ア
ラ

　
　
　
　
　
（
n
）

ブ
諸
国
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
五
ヵ
国
（
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ク
、
レ
バ
ノ
ソ
．
サ
ゥ
ジ
．
7
ラ
ビ
ア
．
シ
リ
ア
）
は
、
い
ず
れ
も
一
九
四
五
年
三
月
に
成



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

立
し
た
ア
ラ
ブ
連
盟
の
加
盟
国
で
あ
り
、
そ
の
連
盟
条
約
に
も
と
づ
い
て
国
連
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
協
力
体
制
を
と
つ
て
い
た
。
そ
の
協
議
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
歴
史
は
、
一
九
三
二
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
条
令
に
よ
つ
て
制
度
化
さ
れ
た
英
連
邦
会
議
の
長
い
伝
統
を
も
つ
英
連
邦
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ル
㌧
フ
や
一
九
四
五
年
二
月
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
チ
ャ
プ
ル
テ
ペ
ッ
ク
会
議
に
始
る
中
南
米
グ
ル
ー
プ
の
協
議
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動
と
と

も
に
国
連
の
多
数
の
協
議
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
つ
と
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
つ
た
．

　
ア
ラ
ブ
連
盟
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
九
世
紀
中
葉
に
起
源
を
も
つ
パ
ン
・
ア
ラ
ビ
ズ
ム
の
歴
史
的
産
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
共
通
の
宗
教
、
共

通
の
言
語
．
共
通
の
文
化
を
も
ち
、
そ
し
て
ま
た
何
よ
り
も
共
通
の
歴
史
的
運
命
を
担
う
ア
ラ
ブ
諸
国
が
、
か
れ
ら
に
共
通
の
利
益
の
整
合
の
た

め
に
組
織
し
た
統
一
機
構
で
あ
つ
た
．
こ
の
こ
と
は
、
ア
ラ
ブ
連
盟
条
約
第
二
条
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
、
「
O
加
盟
国
相
互
の
関
係
を
強
化
す

る
こ
と
．
口
加
盟
国
相
互
の
協
力
を
確
立
し
．
そ
の
独
立
と
主
権
を
安
全
に
す
る
た
め
に
各
自
の
政
策
を
整
合
す
る
こ
と
、
㊧
ア
ラ
ブ
諸
国
に
関

す
る
問
題
と
そ
の
利
益
に
関
心
を
払
う
こ
と
」
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
条
約
は
ま
た
そ
の
第
三
条
に
お
い
て
、
「
…
・
．

本
連
盟
は
、
安
全
と
平
和
を
保
障
し
、
経
済
的
、
社
会
的
関
係
を
調
整
す
る
た
め
将
来
創
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
国
際
機
構
と
協
力
す
る
」
こ
と
を

約
し
て
お
り
、
か
く
て
、
そ
の
予
想
し
た
国
際
機
構
が
国
際
連
合
と
い
う
形
で
現
わ
れ
た
と
き
、
ア
ラ
ブ
連
盟
に
忠
誠
を
誓
う
ア
ラ
ブ
五
ヵ
国

が
、
当
初
か
ら
相
互
に
緊
密
な
協
力
体
制
を
と
り
つ
つ
こ
れ
に
臨
ん
だ
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
．

　
こ
の
よ
う
に
、
国
連
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
協
議
グ
ル
！
プ
は
、
ア
ラ
ブ
連
盟
と
非
常
に
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
同
連
盟
に
対
す
る

忠
誠
の
度
合
が
、
直
ち
に
国
連
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
協
議
グ
ル
ー
プ
の
協
力
の
度
合
に
反
映
し
た
。
一
九
四
五
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
以
来
頻

繁
に
行
わ
れ
る
同
グ
ル
ー
プ
の
会
合
の
司
会
も
連
盟
の
代
表
者
が
行
つ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
国
連
に
加
盟
し
た
ア
ラ
ブ
連
盟
の
構
成
員

は
、
自
動
的
に
ア
ラ
ブ
協
議
グ
ル
ー
プ
に
参
加
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
九
四
七
年
に
イ
ェ
ー
－
メ
γ
、
五
五
年
に
シ
リ
ア
（
五
八
年
か
ら
六
一
年
ま
で

ア
ラ
ブ
連
合
に
合
邦
）
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
五
六
年
に
モ
・
ッ
コ
、
ス
！
ダ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
六
二
年
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
そ
し
て
六
三
年
に
は
ク
ェ
ー

ト
が
、
次
々
に
こ
の
協
議
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
つ
た
結
果
、
今
や
二
二
ヵ
国
を
数
え
る
に
至
つ
て
い
る
．
こ
の
よ
う
な
構
成
国
の
増
大
と
と
も
に
、

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
七
八
九
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
巨
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
七
九
〇
）

こ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
も
様
々
の
分
裂
の
要
因
が
生
じ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
に
お
け
る
敗
北
以
来
外
観
ほ
ど
そ
の
結
集
力
は
高
く
な
い
と
い

わ
れ
、
ま
た
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
会
合
の
決
定
は
何
ら
拘
束
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
は
い
う
も
の
の
パ
レ
ス
チ
ナ
間
題
と
い
う
強
力
な
ア
ラ

ブ
諸
国
結
集
の
要
因
が
現
存
す
る
限
り
、
少
く
と
も
対
外
的
に
は
、
ア
ラ
ブ
協
議
グ
ル
ー
プ
の
協
力
が
今
後
も
つ
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
．

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
連
初
期
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
協
力
は
ア
ラ
ブ
の
利
益
の
み
を
目
的
と
し
、
全
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
的
規
模
で
は

決
し
て
行
わ
れ
な
か
つ
た
．
今
日
い
う
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
協
力
が
国
連
に
お
い
て
行
わ
れ
た
最
初
の
例
は
、
一
九
四
九
年
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

四
総
会
に
お
け
る
旧
イ
タ
リ
ア
植
民
地
の
措
置
を
め
ぐ
つ
て
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
時
イ
ン
ド
代
表
ベ
ネ
ガ
ル
・
ラ
ウ
の
招
集
で
、
同
問

題
に
つ
い
て
意
見
の
調
整
を
は
か
る
た
め
の
A
A
諸
国
参
加
の
最
初
の
会
合
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
ら
諸
国
の
協
力
に
よ
り
こ
の
問
題
の
解
決
に

成
功
L
κ
こ
と
が
、
今
日
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
議
グ
ル
ー
プ
を
誕
生
せ
し
め
る
端
緒
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　
従
来
消
極
的
で
あ
つ
た
A
A
諸
国
が
、
次
第
に
結
束
し
て
積
極
的
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
つ
た
契
機
は
．
一
九
五
〇
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
の

勃
発
で
あ
つ
た
．
こ
の
重
大
な
平
和
に
対
す
る
脅
威
に
直
面
し
て
、
従
来
も
協
議
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
行
つ
て
い
た
ア
ラ
ブ
連
盟
諸
国
（
エ

ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ク
、
レ
バ
ノ
ン
、
サ
ゥ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
、
イ
ェ
ー
メ
ン
）
に
、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

シ
ア
、
イ
ラ
ン
と
い
つ
た
中
立
主
義
諸
国
が
加
わ
つ
て
一
二
ヵ
国
か
ら
成
る
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
国
連
に
お
い
て
朝
鮮
戦
争
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

決
の
た
め
積
極
的
に
協
力
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
第
六
総
会
以
後
も
引
継
が
れ
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
で
は
あ
つ
た
が
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
独
自

の
統
一
活
動
が
始
ま
つ
た
。
特
に
、
一
九
五
一
年
の
第
六
総
会
以
後
、
モ
β
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
等
の
独
立
間
題
や
、
ス
エ
ズ

撤
兵
、
西
イ
リ
ア
ン
合
併
等
の
諸
間
題
に
見
ら
れ
る
新
し
い
植
民
地
問
題
が
国
連
で
討
議
さ
れ
始
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
間
題
を
媒
介
と
し
て
A
A

諸
国
の
団
結
も
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
つ
た
。

　
一
九
五
三
年
七
月
朝
鮮
休
戦
協
定
が
成
立
し
、
極
東
の
緊
張
が
和
い
だ
の
を
契
機
と
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
は
著
し
く
連
帯
感
が
高
ま
つ
た
。

朝
鮮
戦
争
に
お
い
て
ア
ジ
ア
中
立
主
義
諸
国
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
、
か
れ
ら
に
強
い
自
信
を
植
え
つ
け
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
東
西
両
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ア
ジ
ァ
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
巨
ヅ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
七
九
二
）

陣
営
の
鋭
く
対
立
す
る
冷
戦
下
に
あ
つ
て
戦
争
へ
の
破
局
を
救
う
た
め
に
、
ま
た
依
然
と
し
て
植
民
地
主
義
の
重
圧
に
あ
え
い
で
い
る
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
を
解
放
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
地
域
の
国
民
が
協
力
し
て
立
上
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
共
通
の
民
族
意
識
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
．

　
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識
を
背
景
に
、
一
九
五
五
年
四
月
こ
の
地
域
の
殆
ん
ど
全
独
立
国
二
九
ヵ
国
を
一

堂
に
集
め
て
開
か
れ
た
の
が
、
バ
ン
ド
ソ
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
で
あ
る
。
バ
ン
ド
ン
会
議
の
発
端
は
、
そ
の
前
年
四
月
末
開
催
さ

れ
た
コ
ロ
ン
ボ
会
議
（
コ
テ
ラ
ワ
ラ
．
セ
ィ
・
ン
首
相
の
提
唱
し
た
東
南
ア
ジ
ア
首
相
会
議
）
の
席
上
、
サ
ス
ト
ロ
ア
ミ
ジ
ョ
ヨ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
首
相
が
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
諸
国
の
会
議
開
催
を
提
唱
し
、
他
の
参
加
国
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
・
ン
、
ビ
ル
マ
）
首
相
が
こ
れ
に
賛
同
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

と
に
始
ま
り
、
そ
の
ご
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
準
備
会
議
（
一
九
五
四
年
士
万
）
を
経
て
．
バ
ソ
ド
ン
本
会
議
の
開
催
と
な
つ
た
．

　
会
議
は
、
前
記
五
ヵ
国
が
共
同
主
催
国
と
な
り
、
二
五
ヵ
国
が
招
請
を
受
け
た
。
被
招
請
国
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
、
中
央

ア
フ
リ
カ
連
邦
、
中
共
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
．
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
日
本
、
　
ヨ
ル
ダ
ン
、
ラ
オ
ス
、
　
レ
パ
ノ

ン
、
リ
ベ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
シ
リ
ア
、
タ
イ
、
ト
ル
コ
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
南

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
イ
ェ
ー
メ
ン
の
二
五
ヵ
国
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
う
ち
中
央
ア
フ
リ
カ
連
邦
を
除
く
二
四
ヵ
国
の
代
表
が
会
議
に
参
加
し
た
。
A
A
地

域
に
属
す
る
独
立
国
で
招
請
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
、
中
国
（
国
府
）
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
南
ア
の
三
ヵ
国
で
あ
つ
た
が
、
中
国
に
つ
い
て
は
、
主
催
国

が
す
べ
て
中
共
政
府
を
中
国
の
正
統
政
府
と
看
倣
し
た
た
め
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
激
し
い
反
対
を
予
想
し
て
、
ま
た

南
ア
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
一
年
以
来
国
連
で
討
議
さ
れ
て
い
た
そ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
に
対
す
る
非
難
の
ゆ
え
に
、
い
ず
れ
も
招
請
を
受

け
な
か
つ
た
．
会
議
は
、
O
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
間
の
親
善
協
力
を
促
進
し
、
善
隣
友
好
関
係
の
樹
立
を
計
り
、
相
互
共
通
の
利
益
の
探
求

を
助
長
す
る
、
⇔
参
加
各
国
の
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
関
係
の
検
討
を
行
う
、
㊧
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
民
に
特
別
関
係
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
人
種
主
義
お
よ
び
植
民
地
主
義
に
関
す
る
諸
問
題
を
検
討
す
る
、
㊨
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
お
よ
び
諸
国
民
の
今
日
の
世
界
に
お
け

る
地
位
並
び
に
彼
ら
が
世
界
平
和
と
協
力
の
た
め
に
な
し
得
る
寄
与
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
こ
と
を
目
的
と
し
て
四
月
十
八
日
か
ら
一
週
間
に
わ



た
つ
て
開
か
れ
、
同
二
十
四
日
、
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
お
よ
び
平
和
十
原
則
を
宣
言
し
て
閉
会
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
パ
ン
ド
ン
会
議
は
、
A
A
諸
国
の
団
結
を
最
も
鮮
明
に
世
界
に
誇
示
し
た
も
の
で
あ
つ
た
．
そ
れ
は
新
興
後
進
諸
国
を
一
堂
に
会
せ
し
め
、
経

済
、
文
化
面
に
お
け
る
協
力
、
人
権
と
自
治
、
植
民
地
独
立
、
世
界
平
和
等
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
相
互
の
理
解
を
深
め
た
ば
か
り

で
な
く
、
A
A
諸
国
の
将
来
の
協
力
の
基
礎
を
確
立
し
、
そ
の
一
層
の
団
結
を
促
す
契
機
と
も
な
つ
た
点
で
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
こ

れ
を
契
機
に
し
て
国
連
に
お
け
る
A
A
諸
国
も
、
同
年
秋
の
第
一
〇
総
会
以
後
、
中
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
南
ア
三
ヵ
国
を
除
外
し
た
バ
ン
ド
ン
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
や
　
　
　
ち

議
参
加
国
に
よ
る
協
議
グ
ル
㌧
フ
（
い
わ
ゆ
る
バ
ン
ド
ン
・
グ
ル
ー
プ
）
を
組
織
し
、
従
来
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
も
の
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
定
期
的
会

合
を
も
つ
よ
う
に
な
つ
た
。

　
パ
ン
ド
ン
会
議
は
こ
の
よ
う
に
国
連
に
お
け
る
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
質
的
転
換
（
協
議
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
パ
ー
の
確
定
お
よ
び
ア
ド
．
ホ
ッ
ク
な
会
合
か
ら
定

期
的
会
合
へ
の
発
展
）
を
も
た
ら
し
た
が
、
他
方
こ
の
A
A
協
議
グ
ル
ー
プ
に
量
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
　
一
九
五
五
年
第
一
〇
総
会
に
お
け

る
セ
イ
ロ
ン
等
六
ヵ
国
の
加
盟
お
よ
び
一
九
五
六
年
第
一
一
総
会
に
お
け
る
日
本
等
五
ヵ
国
の
加
盟
で
あ
り
こ
の
結
果
、
国
連
に
お
け
る
A
A
ブ

・
ッ
ク
の
勢
力
は
二
八
ヵ
国
と
な
り
、
全
加
盟
国
の
三
分
の
一
を
越
し
た
．
次
い
で
、
一
九
六
〇
年
第
一
五
総
会
（
ア
フ
リ
カ
総
会
）
に
始
ま
る
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
相
次
ぐ
国
連
加
盟
は
、
第
一
四
総
会
の
九
ヵ
国
か
ら
第
一
八
総
会
の
三
四
ヵ
国
へ
と
急
激
な
増
加
を
も
た
ら
し
、
こ
の
た
め
第
一

八
総
会
で
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
遂
に
総
会
の
過
半
数
を
制
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
質
的
、
量
的
発
展
に
よ
つ
て
、
一
九
五
五
年
以
後
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
巨
大
な
勢
力
に
成
長
し
、
国
連
に
お
い
て
非
常
に
大
ぎ
い
勢

力
を
も
つ
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
一
方
で
は
こ
の
よ
う
な
ブ
・
ッ
ク
の
拡
張
そ
れ
自
身
が
、
そ
の
内
部
に
分
裂
の
要
因
を
育
成

し
て
い
つ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
益
々
多
面
化
し
且
つ
増
大
す
る
分
裂
の
要
因
を
孕
み
つ
つ
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
膨
脹
が
行
わ
れ
て
い
つ
た
事
実
も
否

定
し
が
た
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
を
眺
め
て
み
る
時
、
こ
の
ブ
・
ッ
ク
に
内
在
す
る
最
大
の
分
裂
の
要
素
は
、
東
西
両
体
制

に
対
す
る
各
国
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
乃
至
は
外
交
政
策
上
の
相
違
に
求
め
ら
れ
る
．
南
北
問
題
に
つ
い
て
は
．
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
国
は
日

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
七
九
三
）
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ジ
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本
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
す
べ
て
後
進
国
で
あ
り
．
そ
こ
に
は
利
害
関
係
の
一
致
こ
そ
あ
れ
、
分
裂
の
要
素
は
見
当
ら
な
か
つ
た
。

　
東
西
問
題
に
対
す
る
国
連
に
お
け
る
A
A
諸
国
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
乃
至
は
外
交
政
策
上
の
相
違
は
．
大
別
し
て
三
つ
の
立
場
に
分
け
う
る
。
い

わ
ゆ
る
積
極
的
中
立
主
義
（
非
同
盟
主
義
）
を
と
る
国
を
A
A
ブ
露
ッ
ク
の
主
流
派
と
す
れ
ば
、
反
共
軍
事
同
盟
に
加
盟
し
て
西
側
に
コ
、
・
・
ッ
ト
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
反
主
流
派
で
あ
り
、
そ
の
中
間
に
後
述
す
る
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
を
中
心
と
す
る
穏
健
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
い
る
。
軍
事
同
盟
グ

ル
ー
プ
の
東
西
間
題
に
対
す
る
基
本
的
理
念
は
、
パ
ン
ド
ン
会
議
で
も
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
リ
首
相
や
ト
ル
コ
の
ゾ
ー
ル
副
首
相
が
説
明
し
て
い

た
よ
う
に
、
共
産
主
義
を
「
新
し
い
型
の
植
民
地
主
義
」
と
考
え
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
の
が
国
際
の
平
和
を
維
持
す
る
最
善
の

道
で
あ
る
と
い
う
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
こ
れ
ら
諸
国
は
西
側
の
指
導
国
ア
メ
リ
カ
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
き
た
。
ア
ジ
ア
地
域
に
お

け
る
こ
の
種
の
軍
事
同
盟
の
中
心
は
、
一
九
五
四
年
九
月
締
結
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
と
翌
五
五
年
一
一
月
成
立
し
た
バ
グ
ダ
ッ
ド
条
約

機
構
（
現
在
の
中
央
条
約
機
構
）
で
あ
り
、
こ
の
両
条
約
機
構
に
加
盟
す
る
ト
ル
コ
．
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
（
五
八
年
脱
退
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
そ
れ
に
日
本
を
加
え
た
六
、
七
ヵ
国
は
、
国
連
に
お
い
て
も
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
協
議
の
た
め
の
会
合
を
も
つ
わ

け
で
は
な
い
が
、
事
実
上
一
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
き
た
と
み
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
盟
に
よ
つ
て
自
国
の
安
全
と
国
際
の
平
和
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
る
軍
事
同
盟
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
「
同
盟
機
構
が
そ
の

相
手
方
を
刺
戟
し
、
か
え
つ
て
世
界
の
緊
張
を
激
化
す
る
こ
と
、
ま
た
同
盟
に
よ
り
、
新
興
国
は
大
国
の
内
政
的
外
交
的
制
肘
を
う
け
、
外
交
上

の
自
主
性
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
」
を
想
定
し
、
積
極
的
中
立
主
義
或
は
非
同
盟
主
義
と
よ
ば
れ
る
外
交
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自

国
の
安
全
と
国
際
の
平
和
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
る
の
が
い
わ
ゆ
る
中
立
主
義
グ
ル
㌧
フ
で
あ
る
．
第
二
次
大
戦
後
の
ア
ジ
ア
で
は
、
ネ
ー
ル
外

交
に
そ
の
典
型
を
み
る
こ
の
中
立
主
義
が
支
配
的
風
潮
と
な
つ
て
い
る
が
．
こ
の
よ
う
な
中
立
主
義
国
が
「
世
界
平
和
の
確
立
」
と
「
植
民
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

義
の
絶
滅
」
を
基
本
的
テ
ー
マ
と
し
て
一
大
会
合
を
開
い
た
の
が
、
一
九
六
一
年
九
月
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
非
同
盟
会
議
で
あ
つ
た
。

　
会
議
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
セ
イ
・
ン
、
コ
ン
．
コ
ー
（
レ
オ
ポ
ル
ド
ビ
ル
）
、
サ
イ
プ
ラ
ス
、
エ
チ



オ
ピ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ク
、
レ
パ
ノ
ン
、
マ
リ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ネ
パ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
、
ソ

マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
イ
ェ
ー
メ
ン
、
キ
ュ
ー
バ
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
二
五
ヵ
国
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。
バ
ン
ド
ン
会
議
が
、
主
義
の
異
る
軍
事
同
盟
派
諸
国
も
中
立
主
義
派
諸
国
も
加
え
、
た
だ
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
と
い
う
地
理
的
紐
帯
に
よ
り

結
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
は
、
東
西
間
題
に
対
し
中
立
主
義
と
い
う
基
本
的
姿
勢
を
明
白
に
し
た
国
家
グ

ル
ー
プ
の
み
を
結
集
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
。
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
は
、
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
を
は
つ

き
り
と
拒
否
し
た
．
し
か
し
、
植
民
地
問
題
、
世
界
平
和
の
間
題
で
の
団
結
を
約
し
、
ま
た
国
連
に
つ
い
て
も
、

　
一
、
中
立
主
義
諸
国
の
、
す
べ
て
の
軍
縮
交
渉
へ
の
参
加
、

　
一
、
査
察
と
管
理
の
効
果
的
組
織
に
よ
る
全
般
的
・
完
全
軍
縮
の
保
証
と
、
そ
の
チ
ー
ム
ヘ
の
中
立
主
義
諸
国
メ
ン
バ
ー
の
参
加
、

　
一
、
国
連
憲
章
の
改
正
に
よ
る
安
全
保
障
理
事
会
、
経
済
社
会
理
事
会
の
拡
大
、

　
一
、
国
連
事
務
局
構
成
の
公
平
な
地
域
的
配
分
、

　
と
具
体
的
要
求
を
決
議
し
た
こ
と
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
国
連
に
お
け
る
団
結
と
積
極
的
活
躍
を
予
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
さ
て
以
上
の
よ
う
に
筆
者
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
形
成
と
い
う
主
題
の
も
と
に
、
第
一
に
は
、
ア
ラ
ブ
連
盟
を
中
核
と
し
て
国
連
創
立
当
初
か

ら
強
い
結
集
力
を
み
せ
た
ア
ラ
ブ
協
議
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
第
二
に
は
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機
と
し
て
大
き
く
成
長
し
、
バ
ン
ド
ン
会
議
に
開
花

し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と
す
る
A
A
協
議
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
略
述
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、
も
つ
と
も
遅
く
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
し
か

し
、
最
近
そ
の
動
ぎ
を
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
現
象
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
・
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
概
念
が
、
国
際
政
治
の
分
野
に
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
前
記
バ
ン
ド
ン
会
議
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ

の
会
議
に
参
加
し
た
エ
ジ
プ
ト
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
（
未
独
立
）
、
ス
ー
ダ
ン
　
（
未
独
立
）
の
六
ヵ
国
の

間
に
は
、
漸
く
全
ア
フ
リ
カ
的
人
格
の
意
識
が
芽
生
え
始
め
た
．
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
勝
れ
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
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的
連
帯
意
識
の
上
に
立
つ
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
五
五
年
四
月
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
の
系
譜
を
ひ
き
．
一
九

五
七
年
十
二
月
ヵ
イ
・
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
民
会
議
が
矢
張
り
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
的
基
盤
で
行
わ
れ
た
こ
と
に
も
う
か
が

え
る
。

　
一
九
五
八
年
四
月
、
エ
ン
ク
ル
マ
が
主
催
し
ガ
ー
ナ
の
ア
ク
ラ
で
開
か
れ
た
ア
フ
リ
カ
独
立
諸
国
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
動

向
に
革
命
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
南
ア
連
邦
を
除
く
当
時
の
ア
フ
リ
カ
の
全
独
立
国
八
ヵ
国
（
エ
チ
ォ
ピ
ァ
、
ガ
ー
ナ
、
リ
ベ
リ
ァ
、
リ
ビ
ァ
、
モ
・
ッ

コ
、
ス
ー
ダ
ン
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
連
合
）
を
集
め
た
こ
の
会
議
の
目
的
は
、
国
際
間
題
に
対
す
る
ア
フ
リ
カ
の
団
結
を
促
す
こ
と
に
あ
つ
た
が
、

そ
の
国
家
的
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
植
民
地
主
義
、
反
人
種
的
不
平
等
、
経
済
的
後
進
性
の
克
服
等
多
く
の
共
通
の
課
題
を
か
か
え
た
こ

れ
ら
諸
国
は
、
そ
の
基
本
的
外
交
政
策
、
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
問
題
、
人
種
的
不
平
等
問
題
な
ど
で
政
策
の
統
一
に
成
功
し
た
．

　
ア
ク
ラ
会
議
は
、
ア
フ
リ
カ
の
声
と
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
国
際
社
会
へ
の
登
場
を
意
味
す
る
ば
か
り
で
な
く
．
国
際
連
合

に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
協
議
グ
ル
ー
プ
結
成
の
道
を
開
い
た
。
ア
ク
ラ
会
議
は
、
そ
の
第
一
一
決
議
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
．

　
ア
フ
リ
カ
独
立
諸
国
会
議
は
、
協
議
と
協
力
の
機
構
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、

　
一
、
国
連
加
盟
国
政
府
は
、
非
公
式
常
設
機
構
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
設
代
表
部
を
、
次
の
目
的
で
設
け
る
。

　
　
＠
　
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
共
通
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
整
合
す
る
．

　
　
⑥
　
本
会
議
お
よ
び
将
来
行
わ
れ
る
諸
会
議
の
決
定
を
実
行
す
る
た
め
、
具
体
的
、
実
際
的
措
置
に
関
す
る
勧
告
を
検
討
し
．
作
成
す
る
。

　
　
＠
　
将
来
の
ア
フ
リ
カ
独
立
諸
国
会
議
の
た
め
の
準
備
的
取
極
を
行
う
。

　
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
同
年
五
月
非
公
式
常
設
機
構
（
整
合
機
関
と
事
務
局
か
ら
成
る
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
設
け
ら
れ
た
．
整
合
機
関
は
、
各

国
の
常
設
代
表
部
か
ら
成
り
、
少
く
と
も
月
一
回
会
合
し
、
議
長
は
月
番
制
と
し
た
。
同
機
関
は
、
協
議
、
情
報
交
換
お
よ
び
加
盟
国
に
共
通

の
関
心
事
に
対
す
る
協
力
の
た
め
の
機
関
で
あ
り
、
そ
の
決
定
は
加
盟
国
の
行
動
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
、
多
数
派
の
も
つ
道
義
的



説
得
力
は
強
く
、
国
連
総
会
の
開
会
中
は
特
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
．
第
一
五
総
会
以
後
の
ア
フ
リ
カ
協
議
グ
ル
ー
プ
の
急
激
な
膨
脹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
も
多
く
の
分
派
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
集
率
も
低
下
し
て
い
る
が
、
非
公
式
常
設
機
構
の
機
能
と
活
動

は
今
日
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
国
連
に
お
い
て
特
異
の
存
在
と
な
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
ア
ク
ラ
会
議
の
精
神
は
、
一
九
六
〇
年
六
月
の
ア
ジ
ス
・
ア
ベ
バ
に
お
け
る
第
二
回
ア
フ
リ
カ
独
立
諸
国
会
議
に
受
継
が
れ
た
。
こ
の
両
会
議

を
含
め
て
こ
の
二
年
間
に
多
数
の
会
議
が
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た
が
、
そ
れ
が
政
府
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
れ
非
政
府
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
れ
、
そ

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
確
立
で
あ
り
、
対
外
的
団
結
の
強
化
で
あ
つ
た
．

　
し
か
る
に
、
一
九
六
〇
年
六
月
末
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
一
四
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
独
立
し
、
同
年
初
頭
に
独
立
し
て
い
た
カ
メ
ル
ー
ン
と
ト

ー
ゴ
を
合
わ
せ
、
一
六
ヵ
国
が
国
連
に
加
盟
し
た
．
こ
の
た
め
ア
フ
リ
カ
協
議
グ
ル
ー
プ
は
、
従
来
の
九
ヵ
国
か
ら
一
挙
に
二
五
ヵ
国
と
な
つ
た

が
、
こ
の
大
量
加
盟
は
、
国
連
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
地
位
に
重
大
な
変
化
を
生
む
と
と
も
に
、
こ
の
一
六
ヵ
国
中
実
に
二
二
ヵ
国
（
ヵ
メ
ル
ー
ン
、

チ
ャ
ド
、
中
ア
、
コ
ン
ゴ
ー
、
ダ
ホ
メ
、
ガ
ボ
ン
、
象
牙
海
岸
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ト
ー
ゴ
、
上
ヴ
ォ
ル
タ
）
が
、
　
フ
ラ
ン
ス
系
で

あ
り
フ
ラ
ン
ス
と
経
済
的
紐
帯
を
も
つ
国
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
従
来
の
ア
ク
ラ
”
ア
ジ
ス
・
ア
ベ
バ
的
ア
フ
リ
カ
の
統
一
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
つ
た
．
そ
れ
は
．
現
実
の
国
際
政
治
と
の
関
係
に
お
い
て
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
い
か
に
把
握
す
る
か
と
い
う
基

本
的
問
題
に
対
し
て
、
ア
フ
リ
カ
内
部
に
異
る
立
場
を
と
る
グ
ル
㌧
フ
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
秋
か
ら
六
三
年
に
か
け
て
各
派
に
よ
る
多
数
の
会
議
が
ア
フ
リ
カ
で
開
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の

中
で
も
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
の
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
会
議
と
翌
六
一
年
一
月
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
会
議
の
二
つ
は
、
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
分
裂
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
六
一
年
五
月
と
六
二
年
一
月
に
開
か
れ
た
モ
ン
・
ビ
ア
、
ラ
ゴ
ス
両
会
議
と
六
三
年
五
月
の
ア
フ
リ

カ
統
一
機
構
会
議
は
、
再
び
「
ア
フ
リ
カ
ン
・
パ
」
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
統
一
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
努
力
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
つ

た
。

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
台
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
七
九
七
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
七
九
八
）

　
一
九
六
〇
年
十
月
．
独
立
し
た
ば
か
り
の
旧
フ
ラ
ン
ス
系
ア
フ
リ
カ
諸
国
二
ヵ
国
に
よ
る
最
初
の
会
議
が
象
牙
海
岸
の
ア
ビ
ジ
ャ
ソ
で
開
か

れ
、
今
後
国
際
政
治
に
共
通
の
態
度
を
も
つ
て
臨
む
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
更
に
同
年
十
二
月
、
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
を
加
え
た
一
二
ヵ
国
が
、
コ
ン

ゴ
ー
の
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
に
集
り
、
国
際
問
題
に
対
し
て
共
通
の
態
度
を
押
進
め
る
た
め
に
共
同
の
外
交
的
努
力
を
払
う
べ
き
こ
と
等
を
約
し
た
．
こ

の
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
会
議
派
一
二
ヵ
国
は
、
翌
六
一
年
九
月
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
タ
ナ
ナ
リ
ブ
に
お
け
る
会
議
で
「
ア
フ
リ
カ
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
連
合

憲
章
」
を
採
択
し
た
が
、
そ
の
第
五
条
は
、
「
国
連
内
に
ア
フ
リ
カ
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
連
合
の
グ
ル
㌧
フ
を
結
成
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
切

の
重
要
な
決
議
の
前
に
必
ず
協
議
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
六
〇
年
九
月
以
来
ア
ド
・
ホ
ヅ
ク
な
会
合
を
行
つ
て
き
た
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

ら
の
諸
国
は
、
一
九
六
一
年
九
月
か
ら
は
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
い
う
正
式
の
名
称
の
下
に
定
期
的
会
合
を
開
き
、
政
策
の
調
整
を
行
う
こ

と
に
な
つ
た
。

　
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
の
挑
戦
と
コ
ソ
ゴ
！
事
件
を
契
機
と
し
た
ア
フ
リ
カ
統
一
の
危
機
は
、
従
来
の
ア
フ
リ
カ
協
議
グ
ル
ー
プ
に
と
つ
て
も
重
大
な

危
機
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
六
一
年
一
月
、
モ
・
ッ
コ
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
、
ガ
ー
ナ
、

リ
ビ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
未
独
立
）
、
セ
イ
・
ン
の
八
ヵ
国
が
、
モ
・
ッ
コ
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
に
集
つ
た
．
会
議
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
憲
章
を
採
択

し
、
同
年
五
月
か
ら
、
リ
ビ
ア
、
セ
イ
・
γ
を
除
く
六
ヵ
国
の
参
加
の
下
に
、
そ
の
最
高
機
関
で
あ
る
「
ア
フ
リ
カ
政
治
委
員
会
」
の
活
動
が
始

ま
つ
た
が
、
そ
の
主
要
関
心
事
は
ア
フ
リ
カ
統
一
と
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
と
の
関
係
調
整
に
あ
つ
た
．
国
連
に
お
け
る
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
協
議
グ
ル
ー
プ

の
活
動
は
非
公
式
で
は
あ
る
が
、
会
合
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
団
結
は
次
節
に
明
か
な
よ
う
に
可
成
り
固
い
。

　
ア
ク
ラ
、
ア
ジ
ス
・
ア
ベ
バ
に
始
つ
た
ア
フ
リ
カ
統
一
の
動
ぎ
は
、
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
の
分
裂
と
コ
ン
ゴ
；
問
題
を
め
ぐ
る

意
見
の
対
立
で
、
第
一
五
総
会
に
は
早
く
も
行
詰
つ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
局
面
を
打
開
し
両
派
の
意
見
を
調
整
す
る
た
め
、
一
九
六
一
年
リ
ベ
リ

ア
の
首
都
モ
ン
ロ
ビ
ア
で
全
ア
フ
リ
カ
会
議
が
開
か
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
（
未
独
立
）
の
参
加
が
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

派
が
こ
れ
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
た
め
、
会
議
は
同
派
を
除
く
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
と
中
立
派
（
エ
チ
ォ
ピ
ァ
、
リ
ベ
リ
ァ
、
リ
ビ
ァ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ァ
、
シ
ェ
ラ



レ
ォ
ネ
、
ソ
マ
リ
ァ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ァ
、
ト
ー
ゴ
）
の
二
〇
ヵ
国
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
間
関
係
を
規
定
す
べ
き
原
則

と
し
て
挙
げ
た
六
項
目
の
う
ち
、
扮
内
政
不
干
渉
、
早
　
　
い
か
な
る
全
ア
フ
リ
カ
的
指
導
性
を
も
拒
否
、
．
辺
政
治
的
統
合
に
基
づ
く
ア
フ
リ
カ

統
一
へ
の
反
対
、
連
帯
感
に
基
づ
く
協
力
、
と
三
項
目
ま
で
が
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
の
唱
え
る
ア
フ
リ
カ
の
政
治
的
統
一
に
抵
抗
を
示
し
て
い
る

　
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
や
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
う
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
め
　
　
　
へ
　
　
　
へ

こ
と
は
、
ア
フ
リ
カ
内
部
に
お
け
る
南
北
問
題
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
．

　
モ
ソ
・
ビ
ア
会
議
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
を
参
加
せ
し
め
る
こ
と
に
失
敗
し
た
た
め
、
翌
六
二
年
一
月
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ラ
ゴ
ス
で
再
び
全
ア

フ
リ
カ
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
参
加
を
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
カ
サ
ブ
ラ
ソ
カ
派
は
今
回
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
．
会
議
は
先
の
参

加
国
の
う
ち
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
リ
ビ
ア
が
欠
席
、
新
た
に
コ
ン
ゴ
ー
（
レ
ォ
ポ
ル
ド
ビ
ル
）
と
タ
ン
ガ
ニ
カ
が
加
わ
つ
て
、
二
〇
ヵ
国
で
開
か
れ
た
．

ラ
ゴ
ス
会
議
に
は
、
サ
ハ
ラ
以
北
の
ア
ラ
ブ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
す
べ
て
欠
席
し
、
事
実
上
黒
人
ア
フ
リ
カ
会
議
と
な
つ
た
た
め
、
「
か
れ
ら
に

と
つ
て
は
、
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
ア
フ
リ
カ
の
統
一
に
優
先
し
て
い
る
の
だ
」
と
の
非
難
が
参
加
国
の
間
に
高
ま
つ
た
．
同
会
議
は
、

モ
ン
ロ
ビ
ア
会
議
の
諸
原
則
を
確
認
し
、
首
脳
会
議
、
大
臣
会
議
、
事
務
局
の
三
機
関
の
設
置
等
を
定
め
た
が
、
特
に
、
「
将
来
国
際
連
合
に
提

起
さ
れ
る
す
べ
て
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
国
連
加
盟
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
よ
り
一
ブ
・
ッ
ク
を
形
成
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
注
目

す
べ
き
で
あ
る
．

　
モ
ン
β
ビ
ヤ
、
ラ
ゴ
ス
両
会
議
は
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
よ
つ
て
全
ア
フ
リ
カ
の
統
一
を
も
た
ら
す
こ
と
に
失
敗
し
た
。
し
か

し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
第
一
七
総
会
に
は
国
連
に
加
盟
し
て
、
統
一
会
議
を
阻
む
主
た
る
障
害
は
取
除
か
れ
た
た
め
、
一
九
六
三
年
五
月
下
旬
の

ア
ジ
ス
・
ア
ベ
バ
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
会
議
に
は
、
モ
ロ
ッ
コ
を
除
く
全
ア
フ
リ
カ
の
独
立
国
三
一
ヵ
国
が
参
加
し
、
ア
フ
リ
カ
統
一

機
構
憲
章
が
採
択
さ
れ
た
。
同
憲
章
に
よ
り
ア
フ
リ
カ
の
内
部
的
統
一
は
強
化
さ
れ
た
か
に
見
え
る
が
、
そ
れ
が
外
部
世
界
に
対
す
る
反
応
に
お

い
て
、
特
に
国
連
に
お
け
る
ア
フ
カ
リ
諸
国
の
団
結
と
影
響
力
と
い
う
点
で
、
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
は
第
一
八
総
会
を
経
た
の
み
の
今
日
で

は
な
お
未
知
数
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
七
九
九
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
八
○
○
）

（
n
）
　
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
他
の
国
が
余
り
目
立
つ
た
活
動
を
し
な
か
つ
た
の
に
比
し
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
は
可
成
り
活
発
に
動
い
た
の
で
、
最
初
の
い
く
つ
か
の
総
会
で

　
は
、
A
A
の
主
導
権
は
ア
ラ
ブ
諸
国
が
握
つ
て
い
た
し
．
A
A
と
い
つ
た
場
合
に
も
そ
れ
は
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
を
意
味
し
た
。

（
12
）
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q
幕
一
〇
濫
－
一
〇
㎝
㎝
、
．
【
馨
Φ
霞
p
寓
8
a
O
8
0
韓
9
ひ
δ
F
窯
塁
一
〇
㎝
μ
箸
9
ω
o。
？
会
o
。
旧
ρ
昏
鱒
矯
目
ぎ
峯
＆
一
①
国
器
江
5
浮
①
妻
貰
ぐ
》
マ

　画

o
P
一
8
ρ
箸
。
8
ω
1
ω
辰
ひ

（
1
3
）
の
8
出
。
塁
8
P
㍉
。
目
＞
●
脚
罫
菖
ロ
＞
目
＆
8
ヨ
爵
。
ご
葺
亀
乞
畳
。
蛋
Z
霜
吋
。
り
ぎ
一
。
㎝
①
．

（
1
4
）
　
ω
8
＝
。
お
絆
O
o
一
。
。
勺
。
一
三
8
ぎ
些
Φ
娼
2
‘
り
挙

（
1
5
）
　
中
国
．
エ
チ
オ
ピ
ア
．
リ
ベ
リ
ア
、
ト
ル
コ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の
六
ヵ
国
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
な
か
つ
た
。

（
16
）
　
朝
鮮
戦
争
中
の
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
の
積
極
的
協
力
と
活
躍
は
、
一
九
五
〇
年
十
二
月
五
日
の
「
国
連
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
十
一
ヵ
国
．
三
八
度
線
で
の
停

戦
を
中
国
、
北
鮮
に
要
請
」
、
　
一
九
五
一
年
四
月
五
日
の
　
「
国
連
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
十
三
ヵ
国
、
朝
鮮
間
題
解
決
に
小
委
員
会
を
設
置
」
、
　
一
九
五
三
年
二
月
一
七
日
の

　
「
国
連
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
十
二
ヵ
国
朝
鮮
不
派
兵
決
定
」
等
の
記
録
に
残
つ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
詳
し
く
は
、
ω
＄
内
昌
旦
0
8
韻
o
蜜
亀
賃
ヨ
”
登
景
。
＞
路
苧
＞
㌦
吋
一
。
導
O
o
亀
o
冨
暮
9
切
導
含
お
」
邑
8
8
昼
＞
鷺
鵠
一
3
㎝
｝
客
ド
．
一
3
9

（
1
8
）
　
ネ
ー
ル
首
相
は
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
「
バ
ン
ド
ン
会
議
は
歴
史
的
な
事
件
で
あ
り
ま
す
。
会
合
そ
の
も
の
が
偉
大
な
事
実
な
の
で
あ
り
ま
す
。
新
ら
し
い
ア
ジ
ア
・

　
ア
フ
リ
カ
す
な
わ
ち
．
独
立
を
完
成
し
、
世
界
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
感
じ
と
つ
て
い
る
新
ら
し
い
民
族
の
出
現
を
意
味
す
る
か
ら
で
す
。
バ
ン
ド
ン
は
世
界
人
口
の

過
半
数
が
世
界
的
問
題
に
政
治
的
に
参
与
し
は
じ
め
た
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
り
ま
す
．
　
・
わ
れ
ら
の
大
組
織
体
で
あ
る
国
際
連
合
は
、
バ
ン
ド
ン
か
ら
力
を
得
た

　
と
信
じ
ま
す
．
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
が
世
界
緯
織
の
行
動
と
運
命
に
お
い
て
、
増
大
せ
る
役
割
を
演
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い

　
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
蝋
山
芳
郎
、
阪
本
徳
松
編
著
「
十
七
億
の
め
ざ
め
」
一
九
一
頁
か
ら
引
用
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
参
加
し
た
大
多
数
の
国
の
考
え
で

　
も
あ
つ
た
。

（
1
9
）
　
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
に
つ
い
て
は
、
の
8
Q
o
ぎ
ヨ
目
o
算
亀
属
凝
邑
薯
糞
弓
7
0
0
0
尾
霞
魯
8
亀
＝
番
亀
の
冨
一
。
電
Ω
o
奉
窪
目
①
糞
亀
2
0
㌣
≧
一
讐
8
Q
o
壼
慧
8

　
閃
①
一
鷺
＆
①
燭
ω
8
壁
マ
ρ
一
〇
〇
一
噛
切
8
鷺
舞
一
8
一
。

（
20
）
　
「
ア
フ
リ
カ
ン
σ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
《
常
唾
§
、
O
＆
貸
勺
導
－
＞
隷
β
巳
m
β
い
。
且
。
卸
ご
O
鱒
亭
b
。
？
旨
矯
℃
や
冒
？
崔
o。
》
を
参
照
。

（
2
1
）
　
ω
8
自
o
奉
戸
＞
暁
ユ
8
ぎ
爵
o
d
。
2
‘
P
目
ρ
田
㎎
賃
o
φ

（
2
2
）
　
一
三
ヵ
国
が
参
加
し
た
（
ア
ク
ラ
会
議
の
八
ヵ
国
と
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
ギ
ニ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
．
ソ
マ
リ
ア
）
．



三
　
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
団
結

　
前
節
に
お
い
て
筆
者
は
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
そ
の
内
部
の
各
サ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
簡
単
な
描
写
を
試
み
た
が
、
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
ち

は
こ
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票
で
ど
の
程
度
の
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
件
で
、
団
結
を
行
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
．
そ
れ

は
と
り
も
直
さ
ず
投
票
の
実
質
的
背
景
を
な
す
各
協
議
グ
ル
㌧
フ
の
団
結
の
程
度
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
節
は
、
国
連
に
お
け
る
A
A

諸
国
の
投
票
行
動
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
れ
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
さ
て
、
「
表
三
」
は
、
国
連
総
会
に
お
け
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
結
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
平
均
団
結
率
六
九
％
は
五
ブ

・
ヅ
ク
中
最
低
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
大
家
族
が
政
治
的
立
場
の
異
る
多
数
の
国
家
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
に
主
た
る
原
因

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
に
そ
の
不
一
致
が
著
し
い
の
は
、
「
表
五
」
の
示
す
よ
う
に
、
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
の
五
五
％
、
「
そ
の
他
」
の
五

八
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
主
と
し
て
東
西
両
体
制
間
の
諸
問
題
に
関
す
る
も
の
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ベ
オ
グ
ラ
！
ド
派
、
ブ
ラ

ザ
ビ
ル
派
、
軍
事
同
盟
派
等
が
、
こ
の
点
で
根
本
的
に
異
る
政
策
を
と
つ
て
対
立
す
る
こ
と
が
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
結
率
を
著
し
く
低
下
せ
し

め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
年
度
別
の
団
結
率
の
推
移
を
「
表
三
」
で
見
る
と
．
第
一
五
総
会
頃
を
最
低
と
し
て
最
近
は
次
第
に
上
昇

し
て
お
り
、
第
一
七
、
一
八
総
会
で
は
、
米
英
ブ
ロ
ッ
ク
、
西
欧
ブ
ロ
ッ
ク
を
抜
い
て
第
三
位
に
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
結
率

の
上
昇
の
原
因
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
団
結
意
識
の
向
上
に
求
め
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
国
連
総
会
に
お
け
る
論
議
の
中
心
が
、
東
西
間
題
か

ら
南
北
間
題
に
移
行
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
パ
リ
首
脳
会
談
の
流
会
、
A
A
諸
国
の
急
増
等
の
事
情
を
反
映
し
て
、
従
来
の
総

会
に
み
ら
れ
な
い
複
雑
な
様
相
を
呈
し
、
国
連
の
歴
史
に
お
い
て
も
つ
と
も
紛
糾
し
た
総
会
の
一
つ
と
な
つ
た
一
九
六
〇
年
の
第
一
五
総
会
を
頂

点
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
国
連
総
会
は
比
較
的
「
静
か
な
る
総
会
」
に
終
始
し
て
い
る
．
こ
の
こ
と
は
、
東
西
両
ブ
p
ッ
ク
間
の
激
し
い
対
立
が

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
八
O
一
）



表三　各ブ・ックの総会における団結率

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
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表四　AAブロック内各派の総会における団結率
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（
八
〇
二
）

減
少
し
、
総
会
に

か
け
ら
れ
る
議
題

の
中
心
が
「
植
民

地
問
題
」
や
「
人

権
・
人
種
関
係
」

の
よ
う
な
南
北
問

題
に
移
行
し
た
こ

と
を
示
す
も
の

で
、
本
研
究
の
た

め
選
択
し
た
サ
ン

プ
ル
を
み
て
も
、

第
二
ー
一
五
総

会
で
は
、
東
西
問

題
、
南
北
問
題
の

全
体
に
対
す
る
比

率
は
そ
れ
ぞ
れ
四

八
％
、
三
八
％
で

あ
つ
た
が
、
第
一



表五　AAブロック内各派の事件別団結率

　　　　　　事件

ブロック

紛争の平和
的解決 植民地問題

核兵器・
軍縮問題

人権・人
種問題

その他 （平　均）

％

A　A 55 77 81 75 58 （69）

ア　　フ　　リ　カ 61 80 88 74 69 （75）

アラブ連盟派 78 93 86 98 70 （85）

軍事同盟派 91 70 75 79 86 （79）

ベオグラード派
（第16総会～）

79 87 92 82 85 （86）

カサブランカ派
（第15総会～）

90 95 90 94 95 （93）

ブラザビル派
（第15総会～）

85 91 95 86 91 （90）

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
担
ッ
ク
と
国
際
連
合

六
ー
一
八
総
会
で
は
、
二
九
％
、
五
三
％
と
全
く
一
変
し
て
い
る
。
本
来
A
A
ブ
・
ッ
ク
が
、

東
西
間
題
に
み
ら
れ
る
分
裂
傾
向
に
比
し
て
南
北
間
題
で
は
固
い
団
結
を
示
し
て
き
た
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
こ
の
国
連
総
会
に
お
け
る
討
議
の
重
点
の
変
化
が
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
結
率

の
上
昇
を
生
ん
で
い
る
最
大
の
原
因
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
．

　
さ
て
、
「
表
四
」
は
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
各
グ
ル
ー
プ
の
年
度
別
団
結
率
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
地
理
的
紐
帯
に
基

づ
い
た
グ
ル
㌧
フ
で
あ
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
団
結
率
で
注
目
す
べ
き
は
、
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派

諸
国
の
大
量
加
盟
し
た
第
一
五
総
会
に
そ
の
団
結
率
が
急
減
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
明
か

に
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
の
加
盟
に
よ
つ
て
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
㌧
フ
の
内
部
に
重
大
な
分
裂
の
要
因
が

生
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
．
第
二
二
、
第
一
四
総
会
に
お
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
ー
プ
九

ヵ
国
の
主
導
権
を
握
つ
て
い
た
の
は
後
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
諸
国
（
ア
ラ
ブ
連
合
、
モ
・
ッ
コ
、
ス

！
ダ
ン
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ァ
）
で
あ
つ
て
、
　
エ
チ
オ
ピ
ア
、
リ
ベ
リ
ア
等
は
少
数
派
に
属
し
て
い

た
が
、
第
一
五
総
会
以
後
は
逆
に
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
が
少
数
派
と
な
り
、
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
2
4
）

モ
ン
・
ビ
ア
派
の
多
数
派
率
が
次
第
に
増
加
し
て
い
つ
た
．
第
一
七
総
会
以
後
ア
フ
リ
カ
・
グ

ル
㌧
フ
の
団
結
率
は
再
び
高
ま
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
と
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
の

政
策
上
の
接
近
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
国
連
総
会
に
お
け
る
論
議
の
中

心
が
南
北
問
題
に
移
行
し
た
こ
と
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
．

　
さ
て
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
は
、
「
表
五
」
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
件
別
団
結
率
の
示
す
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
八
〇
三
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
p
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
八
〇
四
）

南
北
問
題
や
核
兵
器
・
軍
縮
関
係
の
諸
間
題
で
は
八
○
％
前
後
と
比
較
的
高
い
結
集
を
見
せ
る
が
、
東
西
間
題
で
は
五
〇
％
代
で
完
全
に
分
裂
し

て
い
る
．
こ
の
よ
う
に
、
東
西
問
題
で
は
A
A
ブ
・
ッ
ク
は
完
全
に
解
体
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
国
連
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク

ス
現
象
も
、
各
サ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
把
握
し
な
け
れ
ば
理
解
し
え
な
い
。
こ
の
傾
向
は
．
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ア
フ
リ
カ
・
グ
ル
ー
プ
に

も
み
ら
れ
る
。
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
は
、
「
世
界
の
相
対
立
す
る
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
同
調
し
な
い
政
策
を
支
持
す
る
」
方
針
を
打
出
し
て
は
い
る

が
、
そ
の
中
立
主
義
は
周
知
の
ご
と
く
明
か
に
西
側
に
片
寄
つ
た
消
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
急
進
的
中
立
主
義
外
交
を
主
張
す
る
カ
サ
ブ
ラ
γ
力

派
と
の
間
に
は
、
東
西
問
題
に
対
す
る
政
策
で
重
大
な
懸
隔
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
．

　
こ
の
よ
う
に
東
西
間
題
を
中
心
に
考
え
る
場
合
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
サ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ア
ラ
ブ
連
盟
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
系
の
中
立

主
義
諸
国
と
東
南
ア
ジ
ア
系
中
立
主
義
諸
国
の
合
流
し
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
非
同
盟
会
議
派
、
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
派
お
よ
び
そ
の
中
間
に
あ

つ
て
穏
健
な
中
立
主
義
を
唱
え
る
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
の
三
グ
ル
：
プ
に
大
別
し
う
る
が
、
こ
れ
ら
各
グ
ル
ー
プ
の
事
件
別
団
結
率
を
「
表
四
」
お
よ

び
「
表
五
」
で
比
較
し
て
見
る
と
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
と
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
が
九
〇
％
代
で
非
常
に
固
い
団
結
率
を
誇
つ
て
い
る
こ
と
が
判
る
．
サ

ブ
・
ブ
・
ッ
ク
中
で
も
つ
と
も
団
結
率
の
低
い
の
は
軍
事
同
盟
派
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
派
が
南
北
問
題
や
核
兵
器
・
軍
縮
関
係
の
問
題
で
は
、

西
側
に
比
較
的
近
い
ト
ル
コ
、
日
本
と
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
一
般
的
投
票
態
度
に
同
調
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
等
の
グ
ル
ー
プ
に
し
ば
し
ば
分

裂
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ラ
ブ
連
盟
派
は
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
．
レ
バ
ノ
ン
等
の
不
一
致
票
の
た
め
東
西
間
題
に
お
け
る
団
結
率
は
従
来
余
り

高
く
な
か
つ
た
。

　
（
2
3
）
　
団
結
率
は
、
各
投
票
に
お
け
る
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
多
数
派
の
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
。
例
え
ば
一
〇
ヵ
国
か
ら
成
る
ブ
・
ッ
ク
が
、
或
議
案
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈

　
　
て
、
賛
成
二
、
反
対
七
、
棄
権
一
の
投
票
を
行
つ
た
と
す
れ
ば
、
團
叢
鯛
”
　
　
　
　
×
5
0
”
8
（
訳
）
と
な
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
（
2
4
）
　
ア
フ
リ
カ
内
部
に
お
け
る
勢
力
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
蜜
＝
。
く
魯
≧
二
S
ヨ
9
Φ
q
，
Z
3
マ
富
9
閂
斑
§
窃
p
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雲
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q
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四
　
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
地
位

　
序
論
に
お
い
て
す
で
に
明
か
に
し
た
よ
う
に
、
国
連
に
ブ
・
ッ
ク
乃
至
は
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
が
不
定
期
に
或
は
定
期
的
に
会
合
を

開
い
て
意
見
の
交
換
を
行
い
、
見
解
の
整
合
に
努
め
は
じ
め
た
主
た
る
目
的
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
利
用
に
よ
つ
て
、
国
連
に
お

け
る
投
票
結
果
を
自
国
も
し
く
は
自
グ
ル
ー
プ
の
政
策
に
有
利
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
諸
派
の
国
連
に

お
け
る
協
議
グ
ル
ー
プ
形
成
の
目
的
も
ま
た
こ
の
例
外
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
西
側
諸
ブ
ロ
ッ
ク
の
国
連
支
配
が
、
植
民
地
主
義
を
温
存
し
、

人
種
差
別
政
策
の
維
持
を
助
成
し
て
い
る
こ
と
に
強
い
不
満
を
も
つ
た
A
A
ブ
・
ッ
ク
が
、
そ
の
勢
力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
西
側
の
国
連
に

お
け
る
覇
権
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
．

　
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
国
連
総
会
に
お
い
て
結
集
し
た
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
団
結
率
は
、
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
際
明
か
に
さ
れ

た
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
西
問
題
と
南
北
問
題
に
お
け
る
団
結
率
に
み
ら
れ
る
著
し
い
対
照
（
表
五
参
照
）
は
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会
に
お
け
る
多

　
（
2
5
）

教
派
率
に
大
ぎ
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
．
即
ち
、
団
結
率
の
低
い
、
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
と
「
そ
の
他
」
の
問
題
で
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク

の
総
会
に
占
め
る
多
数
派
率
も
そ
れ
ぞ
れ
五
三
男
、
三
八
％
に
過
ぎ
ず
、
団
結
率
の
高
い
、
「
植
民
地
問
題
」
や
「
人
権
・
人
種
関
係
」
の
問
題

で
そ
れ
ぞ
れ
七
六
％
、
九
四
％
の
多
数
派
率
を
占
め
て
い
る
の
と
著
し
い
相
違
が
生
じ
て
い
る
．
こ
の
こ
と
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
の
団
結
の
固

さ
如
何
が
、
総
会
に
お
け
る
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
影
響
力
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
．

　
「
表
七
」
は
、
国
連
総
会
に
お
け
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
年
度
別
多
数
派
率
で
あ
る
。
こ
の
表
は
多
く
の
興
味
あ
る
事
実
を
示
し
て
い
る
が
、
中
で

も
次
の
点
に
注
目
し
た
い
．

　
e
　
西
側
ブ
ロ
ヅ
ク
、
特
に
米
英
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
数
派
率
が
第
一
三
総
会
を
頂
点
と
し
て
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
⇔
　
こ
れ
と
対
照
的
に
、
共
産
圏
ブ
・
ッ
ク
の
多
数
派
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
第
｝
八
総
会
で
は
遂
に
米
英
ブ
ロ
ッ
ク
を
大
き
く
抜
い
て
六
五

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
八
〇
五
）



　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
目
ッ
ク
と
国
際
連
合

　
％
に
も
達
し
た
．

㊧
　
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
数
派
率

　
も
第
二
二
総
会
を
最
低
と
し
て

　
　
そ
の
ご
著
し
い
上
昇
を
示
し
．

　
　
第
一
五
総
会
以
後
は
中
南
米
ブ

　
　
ロ
ッ
ク
を
も
抜
い
て
各
ブ
ロ
ッ

　
　
ク
中
も
つ
と
も
高
い
多
数
派
率

　
　
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
の
多
数
派
率
に
お
け
る
重
大
な

変
化
を
生
ん
だ
最
大
の
原
因
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
国
連
に
お
け
る
A
A

諸
国
の
著
し
い
増
加
に
あ
る
。
「
表

一
」
の
示
す
よ
う
に
一
九
五
五
、
六

年
の
第
一
〇
、
一
一
総
会
に
お
け
る

A
A
ブ
・
ッ
ク
の
膨
脹
は
、
国
連
に

お
け
る
西
側
ヘ
ゲ
モ
ニ
1
に
対
す
る

重
大
な
脅
威
と
は
な
つ
た
が
、
決
議

案
の
内
容
を
出
来
る
だ
け
穏
和
に

表六　AAブ・ックの総会における事件別多数派率

＼
総　　ム

諏
11 12 13 14 15 16 17 18 平均

事　　件

平　和　的　解　決
　％
100 67 50 0 63 20 33 100 （53）

植　　　　民　　　　地 67 60 75 75 60 60 100 100 （76）

核　兵　器　・　軍　縮
一

43 0 100 100 100 67 100 （67）

人　種　　・　人　権 100 100 100 100 100 100 50 100 （94）

そ　　　　の　　　　他 50 25 20 0 71 33 O 100 （38）

計 （77） （50） （41） （53） （71） （63） （67） （100） （64）

六
二

（
八
〇
六
）

表七　各ブ・ックの総会における多数派率
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6

ll、1891艮、，訟
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し
、
A
A
諸
国
の
結
束
を
崩
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
西
側
が
総
会
の
三
分
の
二
の
多
数
を
う
る
こ
と
は
ま
だ
可
能
で
あ
つ
た
。
そ
の
意
味
で
は
西
側

の
覇
権
は
第
一
四
総
会
ま
で
は
ま
だ
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
．
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
の
第
一
五
総
会
以
後
再
び
始
つ
た
A
A
諸
国
の
急

激
な
増
加
は
、
こ
の
よ
う
な
西
側
の
国
連
に
お
け
る
優
越
を
根
底
か
ら
崩
す
も
の
と
な
つ
た
．
第
一
五
総
会
以
後
の
新
加
盟
国
は
三
〇
ヵ
国
に
達

し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
二
七
ヵ
国
は
A
A
ブ
・
ッ
ク
に
所
属
し
て
お
り
、
残
り
の
三
ヵ
国
も
中
南
米
ブ
・
ッ
ク
所
属
で
比
較
的
急
進
的
の
ジ
ャ

マ
イ
ヵ
、
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ド
・
ト
バ
㌧
コ
と
ソ
連
ブ
・
ッ
ク
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
で
あ
つ
た
．
従
つ
て
、
そ
の
大
部
分
は
穏
健
な
も
し
く
は
急
進
的
な
中

立
主
義
を
採
用
し
、
特
に
、
増
大
し
て
来
た
南
北
問
題
で
は
反
西
欧
的
態
度
に
終
始
し
た
。
前
記
新
加
盟
二
九
ヵ
国
（
ザ
ン
ジ
バ
ル
は
未
投
票
）
の

米
、
ソ
両
国
と
の
同
調
度
の
平
均
を
と
つ
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
四
七
％
、
六
〇
％
で
あ
り
、
多
数
派
率
に
お
け
る
変
化
の
必
然
性
を
明
白
に
裏

付
け
て
い
る
．
A
A
ブ
・
ッ
ク
や
共
産
圏
ブ
・
ッ
ク
の
多
数
派
率
を
増
大
せ
し
め
た
第
二
の
原
因
は
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
団
結
率
の
比
較
的
高
い

南
北
問
題
が
第
一
六
総
会
以
後
著
し
く
増
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
．

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
体
と
し
て
総
会
の
多
数
派
と
な
る
率
が
非
常
に
大
き
く
な
つ
て
き
て
い
る
が
、
で
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク

内
各
派
と
こ
の
一
般
的
傾
向
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
．
「
表
八
」
は
、
軍
事
同
盟
派
を
代
表
す
る
国
と
し
て
日
本
と
タ
イ
．
ブ
ラ
ザ
ビ
ル

派
を
代
表
し
て
中
央
ア
フ
リ
カ
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
派
を
代
表
す
る
国
と
し
て
ア
ラ
ブ
連
合
、
東
南
ア
ジ
ア
中
立
主
義
国
を
代
表
し
て
イ
ン
ド
（
イ

ソ
ド
、
ア
ラ
ブ
連
合
は
ま
た
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
派
も
代
表
す
る
）
と
五
つ
の
国
を
選
ん
で
、
そ
の
総
会
に
お
け
る
多
数
派
率
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
を

例
外
と
し
て
他
の
国
は
い
ず
れ
も
第
一
五
、
一
六
総
会
頃
を
底
に
、
以
後
の
総
会
で
は
急
激
に
多
数
派
率
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
「
表
九
」

は
、
右
の
五
ヵ
国
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
多
数
派
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
は
、
e
日
本
、
タ
イ
と
い
う
軍
事
同
盟
派
は
A
A
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
は
少
数
派
に
属
す
る
こ
と
が
多
い
、
⇔
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
派
の
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
連
合
の
投
票
態
度
を
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
流
派
と
み

て
よ
い
が
、
最
近
で
は
ア
ラ
ブ
連
合
の
多
数
派
率
の
方
が
イ
ン
ド
の
そ
れ
よ
り
高
い
、
㊧
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
の
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
に
お
け
る
地
位
も

最
近
著
し
く
向
上
し
て
い
る
、
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
第
一
八
総
会
で
同
じ
軍
事
同
盟
派
に
属
す
る
日
本
と
タ
イ
と
の
間
に
著
し
い

　
　
　
7
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
・
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
八
〇
七
）



表八　日本，タイ，インド，アラブ連合，中央アフリカ各国

　　　の総会における多数派率

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ヅ
ク
と
国
際
連
合
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六
四

表九　日本，タイ，インド，アラブ連合，中央アフリカのA

　　Aブロック内での多数派率
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18171615

　　　　　　　48繊

　　　日　本　一一一一アラブ連合

疇ローインド　ー一卿。中央アフリカ

　　　　　　　→悼タイ
　　　　　　　　　　ー
　　　11　　　　　　12　　　　　　13　　　　　　14

　　総会

％
100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

（
八
○
八
）

　
相
違
が
あ
る

　
の
は
、
南
北

　
間
題
の
多
か

　
つ
た
こ
の
総

　
会
で
、
タ
イ
、

　
フ
ィ
リ
ピ

　
ン
、
パ
キ
ス

　
タ
ン
等
の
同

盟
派
は
断
然

南
側
に
立
つ

て
他
の
A
A

諸
国
と
行
動

を
共
に
し
た

の
に
対
し
、

日
本
、
ト
ル

コ
は
そ
こ
ま

で
踏
切
れ
ず

北
側
に
立
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

こ
と
が
多
か
つ
た
た
め
で
あ
る
。
第
一
七
総
会
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
A
A
ブ
・
ッ
ク
内
に
お
げ
る
多
数
派
率
が
減
少
し
、
ア
ラ
ブ
連
合
と
の
間
に

三
〇
％
以
上
の
差
が
で
き
た
の
は
中
印
関
係
の
悪
化
と
重
大
な
関
係
が
あ
る
．
数
年
来
紛
糾
し
て
い
た
中
印
国
境
問
題
は
、
同
年
秋
の
中
共
軍
に

よ
る
イ
ン
ド
攻
撃
に
ま
で
発
展
し
、
た
め
に
イ
ン
ド
の
西
側
ブ
ロ
ヅ
ク
に
対
す
る
態
度
は
著
し
く
融
和
的
と
な
つ
た
。
従
来
ア
ラ
ブ
連
合
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
等
の
中
立
主
義
積
極
派
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
三
〇
％
台
を
示
し
て
い
た
イ
ン
ド
の
投
票
同
調
率
が
、
第
一
七
総
会
に
は
五
〇

％
台
に
急
上
昇
し
た
．
こ
の
よ
う
な
同
調
率
の
変
化
は
主
と
し
て
従
来
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
反
対
票
が
棄
権
に
ま
わ
つ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
西
側
へ
の
接
近
傾
向
の
結
果
、
イ
ン
ド
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
多
数
派
率
は
著
し
く
減
少
し
た
。
こ
の
た
め
の
イ
ン
ド
の
A
A
ブ

・
ッ
ク
主
流
派
の
指
導
国
と
し
て
の
地
位
の
喪
失
が
喧
伝
さ
れ
た
が
、
第
一
八
総
会
に
お
い
て
は
、
東
西
問
題
の
減
少
も
あ
つ
て
、
そ
の
多
数
派

率
は
再
び
高
ま
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
「
表
十
」
は
、
国
連
総
会
と
い
う
舞
台
に
お
け
る
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
各
国
の
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ソ
連
と
の
投
票
同
調
率
を
示

し
た
も
の
で
、
そ
の
相
互
間
の
投
票
上
の
親
密
度
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
．

　
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
同
盟
派
六
ヵ
国
の
中
で
は
、
ト
ル
コ
が
も
つ
と
も
ア
メ
リ
カ
と
の
同
調
率
が
高
く
八
九
％
、
日
本
は
八
一
％
、
も
つ
と
も

低
い
の
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
で
六
四
％
で
あ
る
．
同
じ
メ
ン
バ
ー
の
中
で
ソ
連
と
の
同
調
率
の
も
つ
と
も
高
い
の
は
矢
張
り
パ
キ
ス
タ
ン
で

五
一
％
、
も
つ
と
も
低
い
ト
ル
コ
は
僅
か
二
七
％
に
過
ぎ
な
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ン
両
国
の
米
ソ
両
国
と
の
同
調
率
の
差
が
比
較
的
小
さ
い

の
は
、
南
北
問
題
に
お
け
る
こ
れ
ら
両
国
の
反
欧
米
的
傾
向
の
大
な
た
め
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
一
二
ヵ
国
の
米
ソ
と
の
投
票
同
調
率
は
ほ
ぼ
五
〇
％
台
で
両
者
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
こ
れ
は
同
派
が
東
西
間
題
で

は
西
側
と
、
南
北
問
題
で
は
東
側
と
投
票
態
度
を
一
に
す
る
一
般
的
傾
向
に
よ
る
．

　
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
派
二
三
ヵ
国
に
な
る
と
情
勢
は
逆
転
す
る
。
ギ
ニ
ア
や
マ
リ
の
よ
う
に
、
米
ソ
と
の
同
調
率
の
差
が
六
〇
％
近
く
も
あ
る
国
か

ら
、
レ
バ
ノ
ン
、
　
エ
チ
オ
ピ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ァ
の
よ
う
に
比
較
的
差
の
小
さ
い
国
ま
で
そ
の
投
票
態
度
は
一
様
で
は
な
い
が
．
い
ず
れ
も
ソ
連

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
八
〇
九
）



ソ連との投票同調率（11－18総会平均）

国　　　　名

日　　　本
との同調率

アメ　リカ
との同調率

ソ　　　連
との同調率

ア

フ

リ

カ

ア
ア
イ
ン
カ
ド
）
）
メ
ン
ナ
ァ
幽
序
ア
ル
リ
ア
ル
ア
ダ
ル
ネ
ア
カ
ゴ
ダ
タ
ル
ヤ

　
　
　
　
　
　
ル
ル

ー
ピ
デ
㍉
陀
ビ
　
　
　
カ
　
ニ
一
リ
　
オ
　
ニ
　
ル
バ

　
　
　
　
　
一
ル
ザ
　
　
　
　
海
リ
　
　
　
　
　
ン
ガ
　

リ
　
　
ン

エ
　
　
　
フ
　
ポ
　
　
　
　
　
　

ス
　
タ
　
ェ
　
　
レ

　
オ
ン
ル
　
　
オ
ラ
ホ
ボ
閣
ニ
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
ガ
一
　
オ
ジ
ン

ジ
　

ア
＠
げ
　
　
　
ガ
リ
ジ
　
ラ

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
牙
ベ
　
　
　
　
　
ア
ネ
　

マ
　
　
ガ

ル
チ
ル
メ
央
　
ト
ト
　
　
　
　
ダ
　
一
ジ
イ
　
　
エ
　
ン
　
ヴ
ン

　
　
　
　
　
　
ン
ン

ァ
エ
ブ
カ
中
チ
コ
コ
ダ
ガ
ガ
ギ
象
リ
マ
マ
モ
ニ
ナ
ル
セ
シ
ソ
タ
ト
ウ
上
ザ
ケ

×
●
▲
●
　

○
0
0
0
0
0
0
●
▲
●
▲
O
　

O
●
▲
O
O
　
　

O
　

●
　
　
　
●

％

2
2
7
7
3
3
7
3
1
4
2
3
5
5
6
0
7
6
5
6
0
1
0
4
2
3
5
　
0

5
6
5
6
6
6
6
6
6
6
5
4
6
7
6
4
6
6
5
7
6
6
5
5
6
5
6
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

％

3
6
8
7
3
3
1
1
2
7
6
8
3
1
6
7
3
4
1
0
8
9
7
3
6
2
2
　
0

3
4
3
5
5
5
5
5
5
5
3
2
5
6
5
2
5
5
4
6
4
3
3
3
4
3
5
　
5

％

4
8
5
5
3
0
6
4
1
6
8
5
1
2
6
4
2
1
0
2
9
7
2
1
3
2
2
　
0

8
6
7
4
5
5
5
5
5
4
7
8
5
5
4
8
6
5
7
5
5
6
7
8
6
8
5

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合

AAブロック平均同調率 63％ 48％ 62％

ハ
六
　
　
　
（
八
一
〇
）

注　×アラブ連盟派　　Oブラザビル派　　▲カサブラソカ派
　　ラード非同盟会議派　　ムアメリカとの軍事同盟派

●ベオグ



表十　AA諸国の日本，アメリカ，

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合

山
ハ
七

八
二
）

連
率
調同の

ソ
と

％9
　
2
　
8
　
5
　
6
　
0
　
6
　
0
　
1
　
1
　
9
　
8
　
4

7
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0
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6
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6

0
　
　
　
0
　
　
　
F
D
　
　
ワ
5
　
　
1

7
　
　
只
）
　
　
7
　
　
6
　
　
Ω
∪

力
率

リ
調同

メ
の

ア
と
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7
　
9
　
0
　
4
　
0
　
5
　
1
　
4
　
6
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1

3
　
4
　
4
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3
　
7
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8
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4
　
9
　
7
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5
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5
　
4
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3
　
5

r
O
　
　
n
乙
　
　
8
　
　
8
　
　
3

4
　
　
　
3
　
　
　
3
　
　
　
4
　
　
　
3

本
率
調同の

日
と

％3
　
8
　
0
　
7
　
7
　
1
　
7
　
8
　
8
　
6
　
3
　
8

5
　
5
　
6
　
5
　
5
　
5
　
7
　
7
　
5
　
7
　
8
　
8

5
　
9
　
8
　
0
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4
　
8
　
5
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2

5
　
6
　
6
　
7
　
5
　
5
　
7
　
8
　
5
　
7

－
　
　
0
　
　
5
　
　
4
　
　
0

6
　
　
5
　
　
5
　
　
6
　
　
5

名国

ン
　
マ
　
ア
　
ン
　
ド
　
ア
　
ス
　
ア
　
ル
　
ン
　
ン
　
イ
　
本

タ
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
タ
　
ピ

ス
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ネ

ニ
　
ル
　
ボ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ォ
　
　
一
　
　
　
　
ス
　
リ

　
　
　
　
　
ド

ガ
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
キ
　
イ

　
　
　
　
　
ン

フ
ア
　
ビ
　
カ
　
セ
　
イ
　
イ
　
ラ
　
マ
　
ネ
　
バ
　
フ
　
タ
　
日

●
　
●
　
●
●
▲
●
　
●
　
　
　
　
●
　
へ
　
△
　
△
　
△

ク
　
ン
　
ト
　
ン
　
ア
　
ア
　
ン
　
コ
　
ン
　
ス

　
　
　
　
ビ

　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
ラ

　
　
一
　
ノ
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ア

ラ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ラ
　
　
ル
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
●

　
　
エ
　
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
ジ

　
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
ウ

イ
　
ジ
　
ク
　
レ
　
サ
　
シ
　
イ
　
ト
　
イ
　
サ
　
・

×
●
×
　
×
　
×
●
×
●
×
　
△
　
△
　
×
●
●

ア
　
コ
　
ソ
　
ア
　
合

　
　
　
ジ
　
連

　
ツ
　
　
ダ

ビ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ブ

　
回
　
　
卿

　
　
　
ユ
　
　
ラ

リ
　
モ
　
　
ス
　
チ
　
ア

×
▲
×
●
▲
×
●
×
●
×
●
▲

東
　
　
　
南
　
　
　
ア
　
　
　
ジ
　
　
　
ア

中
　
　
　
　
　
近
　
　
　
　
　
東

ア
　
フ
　
リ
　
カ



表＋一　各ブロックの日本，アメリカ，ソ連との事件別投票同調率

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合

）均平（

の
①
の

⑯
6
⑯

の
励
①

⑱
σ
＠

の
3
ウ
の

⑯
6
伍

㊦
①
の

㊤
＠
σ

他のそ

4
　
8
　
6

5
　
4
　
　
4

Ω
V
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1

r
D
　
　
r
D
　
　
3

6
　
　
F
D
　
　
Q
J
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・
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人
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Q
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6
　
　
5
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9

7
　
　
ワ
5
　
ワ
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8
　
　
3

F
O
　
　
3
　
　
6

5
　
　
9
　
　
1

6
　
　
F
D
　
　
9

器
縮

兵
軍

核
・

1
　
　
6
　
　
3

0
G
　
F
D
　
　
r
D

8
　
　
3
　
　
7

7
　
　
7
　
　
3

7
　
　
6
　
　
4

8
　
　
一
」
0
　
　
だ
D

0
　
8
　
9

8
　
　
4
　
　
F
D

地
題

民植
問

0
　
　
9
　
　
2

6
　
　
3
　
　
8

F
D
　
　
8
　
　
3

ワ
ー
　
r
D
　
　
6

1
　
　
3
　
　
6

5
　
　
4
　
　
7

9
　
　
n
乙
　
　
n
乙

5
　
　
Q
り
　
Q
ゾ

的
決

和平
解

％n
乙
　
　
3
　
　
1

盧
U
　
6
　
　
4

5
　
4
　
8

Q
》
　
9

6
　
　
6
　
　
7

ウ
‘
　
　
7
　
　
2

6
　
　
6
　
　
8

4
　
　
4
　
　
r
D

件事
　
ク

　
靭

＼
ブ

本
力
連

　
リ

　
メ

日
　
ア
　
ソ
｛

本
力
連

　
リ

　
メ

日
　
ア
　
ソ
｛

本
力
連

　
リ

　
メ

日
　
ア
　
ソ
｛

本
力
連

　
リ

　
メ

日
　
ア
　
ソ
｛

（
五
七
ヵ
国
）

ク
A
A
ブ
ロ
ッ

　
（
六
力
国
）

軍
事
同
盟
派

（
一
ニ
カ
国
）

派ブ
ラ
ザ
ヒ
ル

（
二
三
力
国
）

ド
派

ベ
オ
グ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
　
（
八
二
一
）

と
の
同
調
率
の
方
が
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
よ
り
可
成
り
高
い
。
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
に

参
加
し
な
か
つ
た
旧
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
か
ら
の
独
立
国
も
、
そ
の
投
票
傾
向
は
ほ
ぽ

こ
の
派
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
派
の
声
が
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
声
と
な
り
、
こ

の
派
が
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
流
派
で
あ
る
こ
と
は
、
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
の
米
ソ
と

の
平
均
同
調
率
が
そ
れ
ぞ
れ
四
八
％
と
六
二
％
で
あ
る
こ
と
に
も
表
わ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
諸
国
の
日
本
．
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
と
の
投
票
同
調
率
を
ブ
ロ
ヅ
ク
を
単
位

と
し
て
事
件
別
に
ま
と
め
た
の
が
「
表
十
一
」
で
あ
る
が
、
こ
の
表
は
、
A
A
ブ
・

ッ
ク
内
三
派
の
性
格
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
軍
事
同
盟
派
は
、
「
紛

争
の
平
和
的
解
決
」
や
「
そ
の
他
」
の
問
題
に
含
ま
れ
る
東
西
両
体
制
間
に
起
こ
る

諸
事
件
に
対
し
て
は
徹
底
的
に
西
側
に
立
つ
（
例
え
ぽ
、
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
と
の
同
調
率
は
九
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ソ
連
と
は
僅
か
八
％
で
あ
る
）
の
に
対

し
て
、
南
北
問
題
で
は
米
ソ
と
の
同
調
率
の
差
は
非
常
に
僅
少
で
あ
り
、
少
く
と
も

こ
の
問
題
に
関
す
る
限
り
軍
事
同
盟
派
が
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
て
い
な
い

こ
と
が
判
る
。

　
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
は
、
そ
の
平
均
同
調
率
に
お
い
て
は
米
ソ
と
の
間
に
ほ
と
ん
ど
差

が
な
い
が
、
事
件
別
に
み
る
と
可
成
り
の
特
徴
が
表
わ
れ
て
い
る
。
東
西
問
題
で

は
、
軍
事
同
盟
派
ほ
ど
大
で
は
な
い
と
は
い
え
明
か
に
西
側
に
好
意
的
で
あ
り
、
そ



の
唱
え
る
中
立
主
義
が
「
西
寄
り
の
中
立
主
義
」
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
数
字
は
物
語
つ
て
い
る
．
し
か
し
、
他
方
南
北
問
題
に
な
る
と
情
勢
は
逆

転
し
、
ソ
連
と
の
同
調
率
の
方
が
遙
か
に
高
く
、
東
西
問
題
に
お
け
る
同
調
率
の
差
を
完
全
に
補
完
し
て
い
る
．

　
こ
れ
ら
三
派
の
中
で
は
も
つ
と
も
左
翼
に
あ
る
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
派
の
東
西
問
題
に
対
す
る
投
票
傾
向
は
、
数
字
の
示
す
限
り
で
は
、
「
東
寄
り
の

中
立
主
義
」
で
あ
る
。
南
北
間
題
に
対
す
る
反
応
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
は
も
つ
と
も
反
西
欧
的
で
、
従
つ
て
ま
た
反
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
る
、

「
植
民
地
間
題
」
で
は
、
米
ソ
と
の
同
調
率
は
そ
れ
ぞ
れ
三
二
％
と
九
二
％
で
あ
り
、
実
に
六
〇
％
も
の
隔
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
い

す
る
。

　
（
2
5
）
　
多
数
派
率
と
は
、
あ
る
国
も
し
く
は
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
投
票
態
度
が
、
総
会
多
数
派
の
投
票
態
度
と
一
致
す
る
率
で
あ
る
．
但
し
、
こ
こ
で
い
う
多
数
派
と
は
、
賛

　
　
成
、
反
対
、
棄
権
と
三
種
類
の
投
票
態
度
の
う
ち
、
も
つ
と
も
多
数
の
投
票
を
集
め
た
投
票
態
度
を
指
す
．
例
え
ば
、
十
回
の
投
票
の
う
ち
、
あ
る
国
の
投
票
が
総
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈

　
　
多
数
派
の
投
票
態
度
と
七
回
一
致
し
た
な
ら
ば
、
堕
蝉
薄
蚤
”
ー
×
ε
O
H
お
（
駅
）
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
ホ
ベ
ッ
ト
は
、
こ
れ
と
異
り
筥
呂
＆
昌
を
0
9
芭
9
§
畏
一
夷
言
a
＆
留
の
意
味
に
と
つ
て
お
り
、
従
つ
て
あ
る
場
合
に
は
投
票
の
過
半
数
を
、
ま
た
あ
る
場
合
に

　
　
は
三
分
の
二
の
多
数
を
と
つ
た
も
の
が
ヨ
a
＆
蔓
と
な
る
．
ω
8
国
o
お
“
＞
砕
一
B
ぎ
浮
①
戸
Z
‘
サ
一
ミ
・

　
（
26
）
　
第
一
八
総
会
に
お
げ
る
八
つ
の
「
植
民
地
問
題
」
に
関
す
る
投
票
の
う
ち
、
日
本
が
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
多
数
派
に
属
し
た
の
は
わ
ず
か
一
回
だ
け
で
あ
る
が
．
例
え

　
ば
タ
イ
は
、
七
回
も
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
多
数
派
に
属
し
て
い
る
。

　
（
2
7
）
　
投
票
同
調
率
は
、
国
家
間
或
は
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票
上
の
親
密
度
を
示
す
た
め
の
も
の
で
、
同
一
票
（
投
票
態
度
が
同
一
の
場
合
）
、
反
対
票

　
　
（
投
票
態
度
が
正
反
対
の
場
合
）
、
中
間
票
（
】
方
が
賛
成
又
は
反
対
の
時
、
他
方
が
棄
権
し
た
場
合
）
の
三
つ
の
用
語
を
使
つ
て
次
の
よ
う
な
式
で
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
爆
蝦
画
翻
擬
“
　
画
ー
調
＋
、
＼
熟
藩
鋼
　
×
一
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
回
ー
渦
十
陶
濯
辮
十
湘
諮
蝸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
　
語

　
一
九
四
五
年
六
月
二
十
六
日
、
平
和
を
願
う
人
類
の
希
望
と
期
待
を
こ
め
て
国
連
憲
章
が
採
択
さ
れ
た
時
、
サ
ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
オ
ペ
ラ
ハ

ゥ
ス
に
参
集
し
た
国
連
の
創
立
者
達
の
中
の
誰
一
人
と
し
て
今
日
の
国
連
の
姿
を
予
測
し
え
た
も
の
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
．
そ
れ
ほ
ど
国
連

は
、
こ
の
二
〇
年
の
間
に
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
機
能
に
お
い
て
も
著
し
い
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
．
国
連
憲
章
が
そ
の
前
文
に
お
い
て
、
「
わ
れ

　
　
　
7
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
（
八
二
ξ



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ヅ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
　
（
八
一
四
）

ら
の
一
生
の
う
ち
に
二
度
ま
で
言
語
に
絶
す
る
悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の
世
代
を
救
い
、
…
…
国
際
の
平
和
と
安
全
を
維

持
す
る
た
め
に
－
…
こ
こ
に
国
際
連
合
と
い
う
国
際
機
構
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
ご
と
く
、
国
連
の
第
一
の
目
的
と
任
務

は
．
平
和
と
安
全
の
維
持
に
あ
つ
た
が
、
憲
章
は
こ
の
重
要
な
任
務
の
遂
行
を
安
保
理
事
会
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
戦
後
間

も
な
く
始
つ
た
米
ソ
の
対
立
の
た
め
、
五
大
国
協
調
の
上
に
は
じ
め
て
成
立
し
う
る
安
保
理
事
会
は
継
続
的
な
麻
痺
状
態
に
陥
つ
た
。

　
こ
の
安
保
理
事
会
の
麻
痺
は
、
勢
い
総
会
に
お
け
る
職
務
の
増
加
と
な
つ
て
現
わ
れ
、
一
九
四
八
年
の
第
三
総
会
に
は
早
く
も
総
会
の
第
七
番

目
の
委
員
会
と
し
て
「
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
（
後
の
特
別
政
治
委
員
会
）
」
が
誕
生
し
、
第
一
委
員
会
の
処
理
し
切
れ
な
く
な
つ
た
政
治
と
安
全
保

障
に
関
す
る
問
題
を
受
持
つ
こ
と
と
な
つ
た
。
安
保
理
事
会
の
麻
痺
が
国
連
に
与
え
た
第
二
の
、
そ
し
て
も
つ
と
も
重
大
な
産
物
は
、
一
九
五
〇

年
の
第
五
総
会
に
お
け
る
「
平
和
の
た
め
の
統
合
決
議
」
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
国
連
は
、
国
際
の
平
和
が
危
機
に
直
面
し
、
し
か
も
安

保
理
事
会
が
有
効
に
そ
の
機
能
を
果
し
え
な
い
場
合
に
は
、
二
十
四
時
間
以
内
に
緊
急
特
別
総
会
を
開
き
、
強
制
力
こ
そ
な
い
が
、
安
保
理
事
会

に
代
つ
て
紛
争
の
平
和
的
解
決
や
そ
れ
に
必
要
な
集
団
的
措
置
を
と
る
こ
と
が
可
能
に
な
つ
た
。
総
会
に
与
え
ら
れ
た
こ
の
重
要
な
権
限
は
、
繭

来
「
ス
エ
ズ
事
件
」
．
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
」
、
「
レ
バ
ノ
ン
事
件
」
、
「
コ
ン
ゴ
ー
事
件
」
と
い
っ
た
最
重
要
の
国
際
紛
争
に
対
し
て
四
度
発
動
さ

れ
、
国
連
緊
急
軍
も
三
度
組
織
さ
れ
る
等
屡
々
利
用
さ
れ
国
際
の
平
和
に
貢
献
し
て
き
た
。

　
こ
の
二
つ
の
例
に
み
ら
れ
る
総
会
の
権
限
の
著
し
い
増
大
は
、
安
全
保
障
理
事
会
の
機
能
が
麻
痺
し
、
そ
の
本
来
の
任
務
で
あ
る
国
際
の
平
和

と
安
全
の
維
持
に
貢
献
し
え
な
く
な
つ
た
こ
と
に
基
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
．
国
連
加
盟
中
小
国
の
安
保
理
事
会
に
対
す
る
不
信
、
換

言
す
れ
ば
、
大
国
中
心
主
義
に
対
す
る
不
信
の
表
明
で
あ
つ
た
。
戦
争
の
脅
威
に
直
面
し
て
、
何
ら
の
有
効
な
措
置
を
も
と
り
え
な
い
安
保
理
事

会
を
み
て
、
平
和
維
持
の
た
め
何
ら
か
の
実
効
的
手
段
を
国
連
に
確
立
し
よ
う
と
い
う
中
小
国
の
圧
倒
的
支
持
を
う
け
て
は
じ
め
て
総
会
の
権
限

の
強
化
は
可
能
と
な
つ
た
の
で
あ
る
．
二
大
陣
営
の
力
の
対
立
が
生
ん
だ
国
際
社
会
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
の
永
続
化
と
国
際
紛

争
の
解
決
に
際
し
て
の
無
能
さ
は
、
計
ら
ず
も
中
小
国
を
国
際
政
治
の
舞
台
に
再
び
登
場
さ
せ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
中
小
国
の
中
で
も
つ
と



も
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
本
論
で
取
上
げ
た
A
A
諸
国
で
あ
る
が
、
こ
の
A
A
諸
国
の
国
連
に
お
け
る
役
割
の
増
大
は
、
こ
の
国
連
総
会
の

権
限
の
拡
大
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
て
こ
そ
初
め
て
正
し
い
評
価
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
め
　
　
　
ヤ

　
こ
の
よ
う
に
公
式
の
手
続
き
を
経
て
確
立
さ
れ
た
国
連
総
会
の
地
位
の
強
化
、
権
限
の
増
大
と
と
も
に
、
国
連
を
舞
台
と
す
る
国
際
政
治
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

わ
れ
た
も
つ
と
も
注
目
す
べ
き
現
象
が
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
で
あ
つ
た
。
国
連
総
会
は
、
国
際
的
諸
間
題
を
討
議
し
、
投
票
に
よ
つ
て
そ
の
態
度
を
決

う
　
　
ち
　
　
う

定
す
る
（
勧
告
で
あ
つ
て
強
制
で
は
な
い
が
）
機
関
で
あ
る
が
、
加
盟
各
国
の
総
会
に
お
け
る
比
重
が
投
票
に
お
か
れ
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
否
め
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
投
票
を
有
利
に
導
く
た
め
の
政
治
的
技
術
と
し
て
、
ブ
・
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
新
し
い
現
象
が
国
連
総
会
に
登

場
し
て
き
た
。
こ
の
ブ
・
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
や
ア
ラ
ブ
連
盟
諸
国
の
間
で
は
、
ほ
と
ん
ど
国
連

の
創
立
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
九
五
五
年
頃
か
ら
国
際
政
治
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
序

論
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
増
加
に
よ
つ
て
、
従
来
欧
米
諸
国
の
圧
倒
的
優
位
の
中
に
成
立
し
て
い
た
国
連
総
会
に
お
け

る
投
票
の
安
定
性
が
絶
対
の
も
の
で
な
く
な
つ
た
事
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
A
A
と
い
う
ヴ
ォ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ブ
・
ッ
ク
の
態
度
如
何
に
よ
つ
て

は
、
西
側
は
必
ず
し
も
投
票
に
勝
ち
え
な
く
な
り
、
事
実
前
節
に
お
い
て
、
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
ご
年
と
と
も
に
西
側
の
多
数
派
率
は

益
々
減
少
し
て
い
る
．
こ
の
よ
う
に
ブ
・
ッ
ク
政
治
は
、
今
日
国
連
総
会
の
舞
台
裏
に
お
い
て
事
実
上
総
会
に
お
け
る
投
票
を
動
か
し
て
い
る
非

ヤ
　
　
　
や
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
ち

公
式
な
が
ら
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
国
連
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
の
重
要
性
を
認
識
せ
し
め
た
A
A
諸
国
の

ブ
・
ッ
ク
化
そ
の
も
の
が
、
益
々
そ
の
対
立
を
激
化
し
戦
争
の
脅
威
を
惹
起
す
る
米
ソ
両
大
国
に
対
す
る
不
信
と
、
依
然
と
し
て
そ
の
植
民
地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
や
　
　
　
や
　
　
　
ヤ

義
に
拘
泥
し
て
い
る
か
に
み
え
る
西
欧
先
進
国
に
対
す
る
憤
激
か
ら
出
た
後
進
国
の
大
国
主
義
に
対
す
る
挑
戦
の
た
め
の
団
結
に
始
つ
た
こ
と
は

記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
国
連
加
盟
A
A
諸
国
の
急
増
が
、
国
連
に
お
け
る
東
西
両
陣
営
の
バ
ラ
ン
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
、
も
ま
た
重
要
な

問
題
の
一
つ
で
あ
る
．
か
つ
て
は
国
連
に
お
け
る
孤
立
者
の
悲
哀
を
か
こ
ち
、
「
国
連
は
米
国
が
自
ら
の
意
思
を
課
す
る
機
関
で
あ
る
」
と
非
難

　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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（
八
一
五
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
　
（
八
一
六
）

す
る
以
外
に
途
の
な
か
つ
た
ソ
連
も
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
勢
力
が
増
大
す
る
と
と
も
に
孤
立
者
の
地
位
か
ら
解
放
さ
れ
、
「
表
七
」
に
示
さ
れ
る

ご
と
く
最
近
三
つ
の
総
会
に
お
け
る
多
数
派
率
の
平
均
は
五
〇
％
を
越
し
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
に
至
つ
て
い
る
．
ソ
連
の
多
数
派
率

増
大
の
主
因
が
A
A
諸
国
の
増
加
に
あ
る
こ
と
は
、
「
表
十
」
の
A
A
諸
国
の
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
と
の
投
票
同
調
率
の
比
較
に
よ
り
容
易
に
推
察

し
う
る
。
即
ち
、
A
A
諸
国
五
七
ヵ
国
中
ソ
連
と
八
○
％
以
上
の
投
票
同
調
率
を
示
す
国
は
七
ヵ
国
、
同
じ
く
七
〇
％
以
上
の
国
は
二
四
ヵ
国
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
八
○
％
以
上
の
同
調
率
を
示
す
国
は
わ
ず
か
二
ヵ
国
（
ト
ル
コ
、
日
本
）
、
ま
た
七
〇
％
以
上
の
国
も
五
ヵ
国
に

過
ぎ
な
い
し
、
五
七
ヵ
国
の
平
均
を
と
つ
て
み
て
も
、
ソ
連
の
六
二
％
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
と
は
四
八
％
と
明
か
に
ソ
連
と
の
投
票
同
調
率
の
方

が
高
い
。

「
表
十
一
は
」
、
こ
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
と
の
投
票
同
調
率
を
、
更
に
事
件
別
に
分
析
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
は
、

前
述
の
よ
う
な
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
同
調
率
平
均
に
お
け
る
ソ
連
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
優
越
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
紛
争
の
平
和

的
解
決
」
や
「
そ
の
他
」
の
間
題
に
該
当
す
る
東
西
両
体
制
間
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
方
が
依
然
と
し
て
ソ
連
よ
り
高
い
同
調
率

を
明
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
総
会
に
お
け
る
多
数
派
率
が
著
し
く
減
少
し
は
じ
め
た
第
一
五
総
会
以
後
の
四
つ
の
総
会
に

お
け
る
事
件
別
平
均
多
数
派
率
を
示
し
た
「
表
十
二
」
で
も
明
か
な
よ
う
に
、
東
西
問
題
で
は
今
日
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
が
圧
倒
的
優
勢
を
誇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

つ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
東
西
間
題
で
は
こ
の
よ
う
に
一
〇
％
前
後
の
多
数
派
率
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
ソ
連
が
、
全
体
と
し
て
は
そ
の
多
数
派
率
を
著
し
く
高
め
る
こ
と

が
で
ぎ
た
の
は
、
そ
の
南
北
問
題
に
お
け
る
A
A
ブ
・
ッ
ク
と
の
協
調
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
よ
る
。
再
び
「
表
十
一
」
を
参
考
に
し
て
米
ソ
の

南
北
間
題
に
お
け
る
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
同
調
率
を
み
る
と
、
「
植
民
地
間
題
」
で
は
八
二
％
対
三
九
％
、
「
人
権
・
人
種
問
題
」
で
は
八
三
％
対

五
六
％
と
、
い
ず
れ
も
圧
倒
的
に
ソ
連
の
同
調
率
の
方
が
高
い
。
こ
の
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
同
調
率
の
差
が
、
「
表
十
二
」
の
示
す
南
北
問
題
に

お
け
る
米
ソ
両
属
の
多
数
派
率
の
差
と
な
つ
て
表
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。



表＋二　日本，アメリカ，ソ連の事件別平均多数派率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第十五一十八総会平均）

試i平和的解決 植民地 核・軍　縮 人種・人権 そ　の　他

　　　　　　1　％
日　　　　本1　　　89
　　　　　　r　　　　　　l
アメリ初　　89
ソ　　剛　　・1

31

21

79

83

42

42

50

40

70

69

566

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
南
北
間
題
に
お
け
る
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
ソ
連
の
投
票
同
調
率
の
高
さ
は
．
こ
れ
ら
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
A
A
ブ
・
ッ
ク
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
ソ
連
の
態
度
に
同
調
的
で
あ
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
こ
れ
ら
の
間
題
で
、
ソ
連
の
方
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
遥
か
に
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
立
場
に
同
調
的
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
よ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
．
南
北
間
題
に
関
す
る
限
り
、
主
体
的
立
場
に
あ
る
の
は
A
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
こ
の
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
主
張
に
ど
の
程
度
接
近
し
て
い
る
か
を
米
ソ
の
同
調
率
は
示
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
つ
て
A
A
ブ
ρ
ッ
ク
と
ソ
連
の
同
調
率
の
高
さ
は
、
ソ
連
が
A
A
諸
国
の
投
票
行
動
に
影
響
力
を
も
つ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
意
味
し
な
い
。
し
か
し
、
西
欧
の
友
邦
と
の
古
い
絆
に
縛
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
常
に
A
A
諸
国
の
政
治
的
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
に
反
し
た
行
動
を
と
り
、
そ
の
間
に
ソ
連
が
、
反
植
民
地
主
義
と
い
う
共
通
の
目
的
か
ら
A
A
諸
国
に
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
持
を
続
け
る
と
す
れ
ば
、
国
連
に
お
け
る
投
票
で
常
に
同
一
行
動
を
と
つ
た
と
い
う
一
種
の
運
命
共
同
体
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
が
、
逆
に
他
の
国
際
政
治
の
諸
局
面
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
も
大
で
あ
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
一
般
的
原
理
は
、
今
日
の
日
本
の
国
連
に
お
け
る
投
票
態
度
の
評
価
に
際
し
て
も
普
遍
妥
当
性
を
も
つ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
部
の
問
題
か
あ
る
．
そ
の
一
つ
は
そ
の
分
裂
的
傾
向
に
つ
い
て
で
あ
つ
て
、
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
二
ヵ
国
か
ら
五
七
ヵ
国
へ
と
拡
大
す
る
過
程
に
お
い
て
．
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
主
と
し
て
冷
戦
へ
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
の
仕
方
に
よ
つ
て
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
派
、
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
、
軍
事
同
盟
派
の
三
サ
ブ
・
ブ
・
ッ
ク
が
生
じ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
更
に
多
く
の
グ
ル
㌧
フ
が
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
分
裂
的
傾
向
が
、
A
A
ブ
・
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
影
響
力
を
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
明
か
で
、
一
九
六
四
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
二
呵
非
同
盟
会
議
や
、
～
九
六
五

ア
ジ
ア
．
ア
フ
リ
カ
．
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
八
一
七
）



　
　
　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ブ
・
ヅ
ク
と
国
際
連
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
（
八
一
八
）

年
四
月
に
開
か
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
第
二
回
A
A
諸
国
会
議
も
、
た
が
の
ゆ
る
ん
だ
A
A
諸
国
の
団
結
を
再
び
締
め
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
A
A
ブ
ロ
ッ
ク
内
、
特
に
ベ
オ
グ
ラ
：
ド
派
と
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
派
と
の
間
の
国
連
に
お
け
る
投
票
行
動
の
同
調
度
如
何
の
間
題
が
A
A
ブ
ロ
ッ

ク
の
団
結
と
影
響
力
に
と
つ
て
今
後
の
第
一
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
．

　
国
連
に
お
け
る
A
A
ブ
・
ッ
ク
に
当
面
す
る
第
二
の
問
題
点
は
、
総
会
に
お
け
る
投
票
に
勝
つ
（
過
半
数
も
し
く
は
三
分
の
二
の
多
数
を
制
す
る
）
こ

と
が
真
の
勝
利
で
は
な
い
こ
と
の
認
識
に
つ
い
て
で
あ
る
．
総
会
に
お
け
る
投
票
に
勝
つ
こ
と
は
、
そ
れ
自
身
相
当
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
総
会
の
決
議
は
勧
告
で
あ
つ
て
、
強
制
力
あ
る
命
令
で
は
な
い
。
真
の
勝
利
、
即
ち
決
議
に
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
は
、
そ

の
決
議
が
説
得
力
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
国
際
道
徳
に
叶
つ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徒
ら
に
過
激
な
内
容
を
も
つ
決
議

を
通
過
せ
し
め
て
も
、
そ
れ
が
実
効
力
を
持
た
ね
ば
真
の
勝
利
と
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）

こ
の
点
を
充
分
に
反
省
す
る
な
ら
ば
、
数
に
お
い
て
は
す
で
に
支
配
的
と
な
つ
た

A
A
ブ
・
ッ
ク
の
国
連
に
お
け
る
地
位
と
影
響
力
は
今
後
一
層
重
要
な
も
の
と
な

つ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

（
2
8
）
　
多
数
派
率
は
、
総
会
に
お
け
る
投
票
に
勝
つ
率
を
意
味
し
な
い
。
投
票
に
勝
つ
た
め
に

　
は
、
重
要
問
題
で
は
三
分
の
二
の
多
数
を
必
要
と
し
、
従
つ
て
、
過
半
数
を
占
め
た
に
も
か

　か

わ
ら
ず
議
案
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
も
屡
々
あ
る
。
南
北
問
題
で
も
、
現
状
を
打
破
し
よ
う

　
と
す
る
A
A
諸
国
側
の
議
案
に
対
し
、
現
状
維
持
派
の
西
側
は
投
票
の
三
分
の
一
を
確
保
す

　
る
こ
と
に
よ
つ
て
充
分
対
抗
し
え
た
の
で
あ
る
。
西
側
諸
国
が
多
数
派
率
に
お
け
る
減
少
の

　
割
に
は
、
投
票
に
勝
つ
率
が
高
か
つ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
投
票
に
勝
つ
率
を
今
仮
に
満
足
率
と
呼
ぶ
と
し
て
、
主
要
各
国
の
満
足
率
を
比
較
し
て
み
た

　
の
が
「
表
十
三
」
で
あ
る
。

表＋三　主要各国の満足率

臥
娠
、

　　　　（11

　　　　（12

　　　　（13

　　　　（14

　　　　（15

　　　　（16

　　　　（17

　　　　（18

平　均

日

本

　　％

　　77

　　88

100

100

　　82

90

　
92
　
9
0
　
9
0

ア
メ
リ
カ

83

94

100

82

81

74

75
　
5
6
　
82

ソ

連

23
　
2
4
　
％
　
4
4
　
3
8
　
4
0

42
　
8
1
　
3
9

イ
　
ン
　
ド

50
　
5
4
　
5
4
　
6
0
　
4
3
　
6
5

92
　
9
4
　
6
4

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ

91

72
　
7
7
　
6
9
　
6
7
　
7
1
　
89
73
　
7
4


